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日本海形成のダイナミズムを体感



し
む
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
市

民
農
園
の
整
備
や
、
鳥
取
地
域

の
住
民
と
新
市
域
の
農
山
村
集

落
住
民
と
の
交
流
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
農
業
へ
の

理
解
を
深
め
「
農
あ
る
く
ら
し
」

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
19
年
4
月
に
開

校
し
た
「
と
っ
と
り
ふ
る
さ
と

就
農
舎
」
で
は
、
市
内
外
か
ら

新
た
に
農
業
を
め
ざ
す
若
者
を

募
集
し
、
実
践
的
な
研
修
を
通

し
て
新
た
な
農
業
者
を
育
成
す

る
全
国
的
に
も
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在

農
業
の
担
い
手
を
育
成

　

本
市
の
農
地
面
積
は
、
合
併
後

５
１
１
６
㌶
と
な
り
、
稲
作
を
中

心
と
し
て
様
々
な
野
菜
や
果
実
な

ど
の
生
産
が
営
ま
れ
、
市
民
の
食

卓
に
安
心
・
安
全
な
食
材
を
提
供

す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
振
興
と
、
安
定
的
な

生
産
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、

農
業
の
担
い
手
や
新
規
就
農
者

の
育
成
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
が
農
業
に
親

が
あ
り
誇
り
の
も
て
る

　20
万
都
市
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

夢・広域交流観光の展開

・情報先進都市の実現

・環境先進都市の実現

・人材誘致・定住対策の促進

・人権尊重都市の実現

・防災・防犯対策の強化

・子育て・教育先進都市の実現

・地域文化の振興

・新たな農林水産業の振興

・地域に根ざした商工業の振興

・生涯健康都市の実現
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とっとりふるさと就農舎の稲刈り体験（国府）

問い合わせ先　市役所	 第二庁舎農業振興課	 	0857-20-3234

新たな農林水産業の振興
輝く新市域を振り返る

　本市は平成16年11月の市町村合併以降も、特色ある地域づくりの推進と市民サービス
の向上に努めています。それらを合併当初に掲げた「夢があり誇りのもてる20	万都市づく
りビジョン」の11	の項目に沿ってシリーズで紹介します。今回のテーマは「新たな農林水
産業の振興」です。

	 第二庁舎林務水産課	 	0857-20-3235
	 本庁舎中山間地域振興課	 	0857-20-3184



　

ま
た
、
河
原
町
神
馬
で
は
、

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
き
っ
か

け
で
田
舎
暮
ら
し
を
始
め
た
農

家
な
ど
2
戸
が
、
県
内
で
初
め

て
規
制
緩
和
を
適
用
し
た
農
林

漁
業
体
験
民
宿
「
花
よ
め
修
業
」

「
さ
わ
ち
ん
ち
」
の
営
業
許
可
を

取
得
。
現
在
、
来
春
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
22
年
4
月
に

は
、
県
と
東
部
一
市
四
町
で
「
と

っ
と
り
因
幡
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、

鳥
取
自
動
車
道
の
県
内
全
線
開

通
に
併
せ
、
因
幡
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
、
農
山
漁
村
と
都

市
と
の
交
流
を
推
進
し
活
性
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

※
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
都
市
住

民
が
農
山
漁
村
に
滞
在
し
、
余
暇
を
過
ご

し
な
が
ら
地
域
住
民
と
交
流
す
る
活
動
。

が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

森
林
が
持
つ
機
能
を
発
揮

　

本
市
の
林
野
面
積
は
、
合
併

後
５
万
４
８
７
８
㌶
と
な
り
、

市
域
の
72
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
本
市
に
美
し
い
自

然
と
景
観
を
も
た
ら
し
、
命
の

水
を
育
む
貴
重
な
財
産
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
木
材
価

格
の
低
迷
や
林
業
従
事
者
の
高

齢
化
な
ど
か
ら
林
業
離
れ
が
進

み
、
荒
廃
し
た
森
林
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
市

で
は
、
間
伐
事
業
や
作
業
道
整

備
に
重
点
的
に
助
成
を
行
い
、

森
林
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
林
業
の
担
い
手
育

成
や
作
業
道
な
ど
の
基
盤
整
備

ま
で
に
５
人
が
研
修
を
終
え
、

市
内
各
地
で
就
農
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
を
育
成

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
砂
丘
ら

っ
き
ょ
う
や
二
十
世
紀
梨
に
続

き
、
白
ネ
ギ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
、
地

域
の
特
性
に
合
っ
た
農
産
物
の

生
産
拡
大
を
推
進
し
て
お
り
、

あ
ん
ぽ
柿
や
梨
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

な
ど
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
品
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。                                                                                                                                               

  

合
併
に
よ
り
、
本
市
で
生
産

さ
れ
る
農
産
物
の
種
類
が
豊
富

と
な
り
、
消
費
者
に
対
し
、
安

心
・
安
全
な
鳥
取
市
産
農
産
物

を
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
鳥

取
市
産
農
産
物
の
知
名
度
を
向

上
さ
せ
、
他
地
域
と
の
差
別
化

を
推
進
し
、
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
や
水
源
か
ん
養
な
ど
、
森
林

が
持
っ
て
い
る
公
益
的
機
能
が

発
揮
さ
れ
、
さ
ら
に
、
間
伐
さ

れ
た
木
材
が
利
用
さ
れ
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
削
減
に
貢
献
す
る

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

豊
か
な
海
づ
く
り

　

本
市
で
は
、
水
産
業
の
基
盤

で
あ
る
漁
港
（
岩
戸
、
酒
津
、

船
磯
、
夏
泊
、
青
谷
、
長
和
瀬

漁
港
の
６
漁
港
）
の
整
備
に
努

め
る
と
と
も
に
、
漁
業
の
担
い

手
育
成
、
漁
港
内
に
お
け
る
栽

培
漁
業
の
振
興
、
沿
岸
漁
業
者

の
漁
船
改
修
な
ど
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

地
元
漁
業
集
落
の
活
性
化
や
市

民
へ
の
安
全
・
安
心
な
水
産
物

の
供
給
の
ほ
か
、
観
光
な
ど
関
連

産
業
へ
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ら
の
施
策
を
継

続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
豊
か

な
海
づ
く
り
の
た
め
の
植
林
な

ど
、
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す

る
取
り
組
み
や
か
に
フ
ェ
ス
タ

な
ど
を
実
施
し
、
漁
港
・
漁
村

の
も
つ
多
面
的
な
機
能
を
発
揮

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
で
農
山
漁
村
を
活
性
化

　

本
市
で
は
、
平
成
18
年
６
月

に
「
鳥
取
市
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
連
絡
会
」
を
設
立
し
、現
在
、

10
地
域
９
団
体
で
グ

※

リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

佐
治
町
で
は
、「
五
し
の
里
さ

じ
地
域
協
議
会
」
の
23
戸
の
会

員
農
家
が
、
国
内
外
か
ら
の
交

流
体
験
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

神馬地区の棚田（河原）

シシボタンの会のしし鍋（鹿野）

らっきょうの根切り体験（福部）

ビワの袋掛け体験（青谷）

豊かな海づくりの植林（鹿野）

ワカメ株主による収穫祭（気高）

川遊び体験（佐治）

かぶら寿司（用瀬）
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昭和 44 年　5 月　土地区画整理事業施行区域の
　　　　　　　　　都市計画決定
昭和 45 年　3 月　都市高速鉄道都市計画決定
昭和 46 年 10 月　鳥取駅前栄町火災発生
昭和 48 年　2 月　駅高架化工事着手
昭和 53 年 11月　駅高架開通
昭和 54 年 10 月　シャミネ鳥取オープン
昭和 55 年　8 月　駅前広場、地下道供用開始
昭和 56 年 11 月　駅高架・都市改造完成記念式典

実
験
の
概
要

・
自
転
車
の
通
行
空
間
を
現
在
の

車
道
の
一
部
に
確
保
し
、
自
転
車

を
歩
行
者
か
ら
分
離
す
る
こ
と

で
、
双
方
に
安
心
で
安
全
な
空
間

を
提
供
し
ま
す
。

・
自
転
車
の
通
ら
な
い
歩
道
を
活

用
し
て
、
街
歩
き
を
体
感
す
る
イ

ベ
ン
ト
や
、
商
店
街
の
魅
力
を
再

発
見
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。（
詳
細
は
市
報
11
月
号
）

・
イ
ス
や
ベ
ン
チ
を
置
い
て
休
憩

ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る
な
ど
、
商
店

街
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

・
自
転
車
の
利
用
者
に
配
慮
し
て
、

駐
輪
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

・
歩
行
者
や
自
転
車
、
自
動
車
の

通
行
量
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
を
実
施
し
、
通
行
者
と
商
店

街
へ
の
影
響
と
効
果
に
つ
い
て
検

証
し
ま
す
。

　「車
中
心
の
交
通
体
系
」
か
ら
「
歩
行
者
中
心
の
交
通
体
系
」

に
転
換
し
、
中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
ま
す
。

若
桜
街
道
で

　
　交
通
実
験
を
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

　市
役
所
本
庁
舎
都
市
企
画
課
市
街
地
整
備
室

　
　
　
　
　
　
　

 
 

０
８
５
７-

20-

３
２
７
８

若 

桜 

街 

道

末広通り錦通り

智 

頭 

街 

道

若桜橋

袋川

鳥  取  駅

期間：11月15日（月）
　　　　　〜12月12日（日）
場所：鳥取駅前交差点
　　　　　〜若桜橋南交差点

実
験
の
目
的

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
は
、

商
店
街
の
魅
力
ア
ッ
プ
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
街
な
か
交
通
実
験
は
、

家
族
連
れ
や
お
年
寄
り
な
ど
の
歩

行
者
が
、
自
転
車
に
危
険
を
感
じ

た
り
邪
魔
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な

く
、
の
び
の
び
と
安
全
、
快
適
に

通
行
で
き
る
環
境
を
創
出
し
、
そ

れ
を
検
証
す
る
こ
と
で
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。

　鳥取駅の高架化にともない、昭和 55 年に駅前広場が造成され
てから今年でちょうど 30 周年となります。また、今年は駅前商店
街のアーケード改修工事が完了し、鳥取駅北口広場が整備されま
した。これらを記念して、次のとおりイベントを開催します。
■記念セレモニー
と　き：10 月 31日（日）13：00 〜
ところ：JR 鳥取駅前ケヤキ広場
■シンポジウム
と　き：10 月 31日（日）14：00 〜
ところ：ワシントンホテル
■アトラクション・展示（JR 鳥取駅北口広場周辺）

▽ 10 月 30 日（土）〜 31日（日）10：00 〜 17：00
鳥取駅体験ツアー／鉄道コーナー／昔の乗り物大集合（かご、人
力車）／ボンネットバス展示／公共交通などに関するクイズラリー

▽ 10 月 30 日（土）〜 11 月 7 日（日）10：00 〜 17：00
・駅周辺今昔の写真、公共交通のパネル展
・鉄道Ｎゲージジオラマ展　・ケヤキ広場ライトアップ
問い合わせ先　鳥取駅周辺都市改造 30 周年記念事業実行委員会
　事務局（市役所市街地整備室内） 0857-20-3278

高架化前の鳥取駅（昭和42年）

鳥取駅周辺都市改造30周年記念事業
まち・えき・のりものフェスタ

駅周辺都市改造事業の歴史

走行車線 右折車線歩道
(アーケード )

中
央
線

路
肩

自動車自転車歩行者

路肩

バス停

荷捌き
停車帯

対面通行

↑↓

鳥取街なか・賑わいのまちづくり
実証事業（街なか交通実験）
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急がれる市庁舎の耐震対策

る
た
め
に
も
公
共
交
通
機
関
の

結
節
点
で
あ
る
駅
周
辺
に
と
い

う
意
見
」
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、「
現
地
建
て
替
え
の

意
見
」
や
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
踏
ま
え
て
決
定
す
べ
き
と
の

意
見
」
も
あ
り
ま
し
た
。

庁
舎
耐
震
対
策
検
討
委
員

会
で
の
検
討

　

本
市
で
は
、
市
庁
舎
の
耐
震

対
策
に
つ
い
て
、
市
民
代
表
、

学
識
経
験
者
な
ど
10
人
で
構
成

す
る
「
鳥
取
市
庁
舎
耐
震
対
策

検
討
委
員
会
」
を
本
年
６
月
に

設
置
し
、
8
月
ま
で
に
3
回
の

会
議
を
開
催
し
検
討
し
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
▽
耐
震

改
修
を
行
っ
た
と
し
て
も
庁
舎

そ
の
も
の
の
耐
用
年
数
は
延
び

る
も
の
で
は
な
い
▽
建
物
の
耐

用
年
数
（
65
年
）
と
な
る
20
年

後
に
は
新
築
の
検
討
が
想
定
さ

れ
る
▽
庁
舎
が
分
散
し
て
お
り

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
あ
る

▽
現
庁
舎
は
建
設
後
46
年
経
過

し
て
お
り
十
分
役
目
を
果
た
し

て
い
る
▽
新
し
い
庁
舎
の
建
築

費
用
は
約
90
億
円
と
見
込
ま
れ

る
が
、
今
建
て
替
え
れ
ば
合
併

特
例
債
を
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
市
の
実
質
負
担
は
30
億
円

市議会調査特別委員会・庁舎耐震対策検討委員会の報告

程
度
に
抑
え
ら
れ
財
政
的
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
築
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

た
結
果
、
市
民
の
利
便
性
を
考

え
て
、
本
庁
舎
、
第
二
庁
舎
、

駅
南
庁
舎
、
福
祉
文
化
会
館
な

ど
に
分
散
し
て
い
る
市
役
所
の

本
庁
の
機
能
を
一
つ
に
ま
と
め

た
新
庁
舎
を
建
設
す
る
の
が
望

ま
し
い
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
の
立
地
に
つ
い
て
は
、

▽
将
来
の
超
高
齢
社
会
を
前
提

に
公
共
交
通
機
関
を
重
視
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
▽
市
及
び
東

部
圏
域
の
中
核
的
な
位
置
を
占

め
る
こ
と
▽
敷
地
の
高
度
利
用

が
図
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の
意
見

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
候
補
地
と
し
て
は
、
現

在
地
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
鳥
取
駅
周
辺
（
市
立
病

院
跡
地
、
鳥
取
駅
北
口
エ
リ
ア
）

が
適
し
て
い
る
と
い
う
意
見
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

　

市
役
所
の
庁
舎
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
や
防
災
対
策
の
拠
点
で
あ
り
、

耐
震
対
策
が
急
が
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
２
つ
の
委
員
会
の

検
討
結
果
に
よ
れ
ば
、
本
庁
舎

　本市の本庁舎および第二庁
舎は建築後 40 数年を経過して
おり、平成 20 年度、21 年度
に耐震診断を行ったところ、大
規模な地震が発生した場合、倒
壊、または崩壊する危険性があ
るという結果が出ました。
　このため、市庁舎の耐震対策
が急務となっています。

の
機
能
を
統
合
し
た
新
し
い
庁

舎
を
建
て
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
耐
震
性
の
高
い

安
全
な
拠
点
を
作
る
こ
と
が
必

要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

立
地
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通

機
関
の
利
便
性
な
ど
か
ら
鳥
取

駅
周
辺
が
適
し
て
い
る
と
の
声

が
多
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
報

告
に
基
づ
き
、
基
礎
調
査
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な

ど
し
て
慎
重
に
検
討
の
う
え
、

速
や
か
に
方
針
を
決
定
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

問い合わせ先
市役所本庁舎財産管理課　  0857-20-3112

平成 22年 5月 1日現在の庁舎概要
本庁舎 第二庁舎 駅南庁舎 下水道庁舎

建築年月 S39年 9月 S43年 4月

※ H 元年に
取得

H元年 11月

※ H17 年 に
取得

S53年 4月

経過年数 46 年 42年 21年 32年

構造およ
び階数

鉄 筋 コ ン ク
リート造 6 階
建（地下 1階）

鉄 筋 コ ン ク
リート造 5 階
建（地下 1階）

鉄筋鉄骨コンク
リート造 6 階
建（地下 1階）

鉄 筋 コ ン ク
リート造 3 階
建（地下 1階）

※福祉文化会館、文化センター、さざんか会館にも一部の部署があります。

市
議
会
調
査
特
別
委
員
会

の
最
終
報
告

　

市
議
会
は
、
平
成
21
年
２
月

に
「
鳥
取
市
庁
舎
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

15
回
に
わ
た
り
調
査
研
究
を
重

ね
、
9
月
17
日
に
最
終
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
内
容
は
、
▽
免

震
型
耐
震
改
修
は
結
果
と
し
て

二
重
投
資
に
な
る
の
で
新
築
を

推
進
す
べ
き
▽
平
成
26
年
度
ま

で
活
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
合

併
特
例
債
を
財
源
の
柱
と
す
べ

き
▽
庁
舎
規
模
に
つ
い
て
は
庁

舎
機
能
が
分
散
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
に
も
１
カ
所
に
統
合
す
べ

き
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

建
設
候
補
地
に
つ
い
て
は
、

「
将
来
の
高
齢
化
時
代
に
対
応
す

5 Tottori City News Letter  2010.10



鳥取市

ウラジオストク市
延吉市●

●

●

本庁舎企画調整課　  0857-20-3153

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
と

相
互
連
携
の
覚
書
に
調
印

　

昨
年
、
境
港
市
と
韓
国
・
東
海

市
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

市
を
結
ぶ
定
期
貨
客
船
の
航
路
が

開
設
さ
れ
、
環
日
本
海
地
域
と
の

新
た
な
国
際
交
流
の
可
能
性
が
広

が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
竹
内
市
長
を
団
長

と
す
る
、
経
済
界
や
市
議
会
な
ど

の
代
表
団
12
人
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
は
札
幌
市

と
ほ
ぼ
同
緯
度
に
位
置
し
、
人
口

は
約
60
万
人
。
金
角
湾
と
い
う
港

を
中
心
に
町
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

市
内
を
走
る
車
は
ほ
と
ん
ど
が
日

本
の
中
古
車
。
な
か
に
は
、
日
本

語
が
そ
の
ま
ま
書
か
れ
て
い
る
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
が
走
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
２
年
に
開
催
さ
れ

る
ア
ジ
ア
太
平
洋
協
力
経
済
会
議

（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
に
向
け
て
、
道
路
や

橋
の
整
備
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

市
内
の
中
心
部
に
は
、
鳥
取
県

と
ロ
シ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の

窓
口
と
な
っ
て
い
る
「
鳥
取
ト
レ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

　

8
月
23
日
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

市
・
プ
シ
ュ
カ
リ
ョ
フ
市
長
と
竹

内
市
長
は
、
友
好
交
流
に
関
す
る

覚
書
を
締
結
。
両
市
の
経
済
、
観

光
、
教
育
、
文
化
、
そ
の
他
の
友

好
関
係
を
深
め
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
相
互
に
協
議
・
連
携
し
推

進
す
る
こ
と
が
、
両
市
間
で
合
意

さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、

旅
行
社
を

訪
問
し
、

観
光
プ
ラ

ン
や
交
通

手
段
な
ど

　8
月
22
日
（
日
）
〜
29
日
（
日
）
ま
で
の
8
日
間
、竹
内
市
長
は
、ロ
シ
ア
・

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
を
訪
問
し
、
経
済
や
観
光
に
関
す
る
交
流
の
推
進
を

図
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
中
国
・
延
吉
市
で
開
催
さ
れ
た
第
16
回
環
日
本

海
拠
点
都
市
会
議
へ
出
席
し
ま
し
た
。

　今
後
、
経
済
・
観
光
交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
環
日
本
海
地
域

に
お
け
る
連
携
を
積
極
的
に
推
進
し
、
本
市
の
経
済
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

翌
日
に
は
、
貿
易
や
旅
行
業
、

金
融
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
企
業

を
訪
問
し
、「
ら
っ
き
ょ
う
」「
鳥

取
カ
レ
ー
」
な
ど
の
商
品
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。
中

国
で
は
、
日
本
製
品
は
人
気
が
高

い
と
の
こ
と
。
ど
の
程
度
受
け
入

れ
ら
れ
る
か
は
、
今
後
の
交
流
の

推
進
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

に
つ
い
て
意
見
交
換
。
ま
た
、
国

立
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
経
済
サ
ー
ビ

ス
大
学
で
、
鳥
取
市
の
観
光
お
よ

び
経
済
に
つ
い
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
先
立
ち
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市

内
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
中
の

鳥
取
市
青
年
海
外
研
修
団
と
一
緒

に
、
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
踊
り
を
披

露
し
、
本
市
を
印
象
づ
け
ま
し
た
。

11
都
市
が
国
境
を
越
え
た

相
互
連
携
に
同
意

　

環
日
本
海
拠
点
都
市
会
議
は
、

環
日
本
海
圏
域
の
都
市
代
表
が
一

堂
に
会
し
、
経
済
交
流
な
ど
圏
域

の
一
体
的
な
発
展
方
策
を
検
討
す

る
場
と
し
て
、
平
成
6
年
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

8
月
27
日
、
中
国
・
延
吉
市
で

開
催
さ
れ
た
第
16
回
会
議
で
は
、

日
本
、
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
か

ら
計
11
都
市
が
参
加
。
都
市
間
交

流
の
促
進
、
物
流
交
通
網
の
拡
大
、

多
国
間
観
光
の
開
発
に
向
け
協
力

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
本
市
か
ら
、
会
員
都
市
間
を

周
遊
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
就
航
を

提
案
し
、
前
向
き
に
検
討
す
る
こ

と
で
同
意
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
来
年
の
会
議
が
本
市
で

6とっとり市報 2010.10

深まる環日本海地域の連携

第 16 回環日本海拠点都市会議に参加した各都市の首長

問い合わせ先　市役所第二庁舎経済戦略課　  0857-20-3249

友好交流に関する覚書の締結

文化・経済・観光の交流、広がる可能性

訪露・訪中報告
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「自分らしい生活」をお手伝い

問い合わせ先　市役所本庁舎人権推進課 0857-20-3143

「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
？

　

成
年
後
見
制
度
は
、
知
的
障
が

い
、
精
神
障
が
い
、
認
知
症
な
ど

に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人

の
財
産
管
理
を
し
た
り
、
日
常
生

活
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
を
支
援

す
る
な
ど
、
本
人
の
権
利
を
守
る

制
度
で
す
。
そ
の
役
割
を
担
う
人

を
後
見
人
（
成
年
後
見
人
な
ど
）

と
い
い
、
親
族
や
第
三
者
（
弁
護

士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
な

ど
）
の
中
か
ら
、
家
庭
裁
判
所
が

適
任
者
を
選
任
し
ま
す
。
民
法
改

正
に
よ
り
２
０
０
０
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
、
既
に
10
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

後
見
人
（
成
年
後
見
人
な

ど
）
の
役
割
は
？

　

後
見
人
に
は
「
代
理
権
」
と
「
同

意
権
・
取
消
権
」
が
与
え
ら
れ
、

本
人
に
代
わ
っ
て
法
律
行
為
を
決

定
し
た
り
、
行
っ
た
り
す
る
役
割

を
担
い
ま
す
。

　

法
律
行
為
と
い
う
と
難
し
そ
う

で
す
が
、
具
体
的
に
は
、
年
金
を

振
り
込
む
た
め
に
銀
行
に
口
座
を

開
い
た
り
、
買
物
を
し
た
り
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
を
結
ん

だ
り
、
費
用
の
支
払
い
な
ど
、
日

常
生
活
の
中
で
も
た
く
さ
ん
の
行

為
が
法
律
行
為
に
あ
た
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
認
知
症
の
人
が
悪
質

な
リ
フ
ォ
ー
ム
契
約
を
し
て
多
額

の
支
払
い
を
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、

い
く
ら
本
人
が
契
約
し
た
と
し
て

も
、
取
消
権
に
よ
り
契
約
を
取
消

し
、
支
払
っ
た
お
金
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
見
人
は
、
本
人
の
意
思
を
尊

重
し
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
配
慮
し
、
単
に
財
産
を
管

理
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
人
の

希
望
と
利
益
を
具
体
的
に
実
現
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
成
年
後
見
制
度
」
の
重
要
性

　

今
や
、
ど
こ
の
地
域
で
も
核
家

族
化
が
進
み
、特
に
高
齢
者
の
「
一

人
暮
ら
し
」
や
「
夫
婦
の
み
」
の

世
帯
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
傍

に
後
見
人
が
い
る
と
安
心
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
の
中
で

生
活
し
て
い
く
と
き
、
後
見
人
は

力
強
い
味
方
と
な
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
必
要

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
申
立
て

が
で
き
な
い
場
合
に
市
が
申
立
て

を
行
う
制
度
「
法
定
後
見
制
度
の

市
長
申
立
て
」
や
財
産
が
な
い
人

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
「
利
用
支

援
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　

加
齢
や
障
が
い
に
よ
っ
て
判
断

能
力
に
不
安
が
あ
っ
て
も
、
そ
の

人
が
そ
の
人
ら
し
く
地
域
の
中
で

安
心
し
て
生
活
を
し
て
い
く
た
め

に
、
成
年
後
見
制
度
は
、
今
後
、

ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　「
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
…
」

人
が
生
き
て
い
く
上
で
一
番
大
切

な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
こ

の
制
度
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

き
、
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

～　成
せ い ね ん こ う け ん せ い ど

年後見制度って？　～

　だ
れ
も
が
、
安
心
し
て
生
活
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
高
齢
者
な
ど
を
ね
ら
っ
た
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
や
契
約
ト
ラ
ブ

ル
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
本
市
に
お
い
て
も
「
一
人
暮
ら
し
の
70
歳
代
の
女
性

が
、
訪
問
販
売
業
者
に
床
下
の
湿
気
が
ひ
ど
い
と
い
う
こ
と
で
数
十
万
円
の
改

修
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
」
と
、遠
方
に
い
る
親
族
か
ら
相
談
が
あ
る
な
ど
、様
々

な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

る
社
会
福
祉
士
の
徳
本
久
美
子
さ
ん
（
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
「
ぱ
あ
と
な
あ
鳥

取
」）に
、そ
の
活
動
を
通
し
て「
成
年
後
見
制
度
」を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

徳
とくもと

本久
く み こ

美子さん

■問い合わせ先
鳥取中央地域包括支援センター  0857-20-3455
鳥取湖山地域包括支援センター  0857-32-2727
鳥取南地域包括支援センター  0858-76-2351
鳥取西地域包括支援センター  0857-82-6571
市役所駅南庁舎生活福祉課  0857-20-3474
各総合支所市民福祉課    14 ページ

法定後見制度の市長申し立て
■対象　身寄りのない、または身寄りがいても音信不
通である、または、協力が得られないなどの重度の認
知症の人、知的障がい・精神障がいのある人
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に
よ
り
加
え
る
水
を
加
減
す
る「
水

回
し
」。「
失
敗
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

で
す
。
そ
ば
の
水
分
は
、
手
の
ぬ

く
も
り
で
も
蒸
発
す
る
ほ
ど
デ
リ

ケ
ー
ト
な
も
の
。
水
回
し
を
間
違

え
る
と
、
そ
ば
に
ひ
び
割
れ
が
で

き
、
硬
く
て
打
ち
に
く
い
そ
ば
に

な
り
ま
す
。
夏
場
は
特
に
乾
燥
に

気
を
使
い
ま
す
ね
」
と
忠
己
さ
ん

は
、
長
年
の
経
験
を
活
か
し
、
手

心
込
め
て
そ
ば
を
打
ち
ま
す
。「
現

在
も
修
行
中
で
す
な
ぁ
」
と
思
わ

ず
笑
み
が
。

集
落
が
一
つ
に
な
れ
る
も
の

最
初
は
手
伝
い
程
度
だ
っ
た
副

吉
野
そ
ば
を
ご
存
じ
で
す
か
？

完
成
間
近
な
殿
ダ
ム
に
程
近
い

国
府
町
吉
野
地
区
に
、
日
曜
日
の

み
営
業
す
る
そ
ば
屋
さ
ん
が
あ
り

ま
す
。「
吉
野
そ
ば
の
研
究
会
」
が

主
宰
す
る
手
打
ち
そ
ば
の
お
店
で
す
。

吉
野
地
区
で
は
、
平
成
４
年
に

転
作
で
そ
ば
を
植
え
た
と
こ
ろ
、

「
思
わ
ぬ
大
収
穫
と
な
り
、
そ
ば
づ

く
り
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
の
は

会
の
発
起
人
、
小
谷
忠
己
さ
ん
。

当
時
の
国
府
町
の
助
役
さ
ん
が
大

の
そ
ば
好
き
で
、
行
政
か
ら
の
後

押
し
も
あ
り
、
出
石
そ
ば
で
有
名

な
兵
庫
県
但
東
町
へ
そ
ば
打
ち
を

習
い
に
行
き
、
最
初
は
見
よ
う
見

ま
ね
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
、

腕
を
磨
い
て
い
き
ま
し
た
。

平
成
11
年
に
は
、
地
区
の
集
会

所
を
建
設
す
る
話
が
持
ち
上
が
り
、

そ
れ
で
は
そ
ば
打
ち
の
体
験
施
設

を
兼
ね
た
「
そ
ば
道
場
」
を
作
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
平
成
12

年
に
完
成
し
た
ふ
れ
あ
い
の
里「
吉

野
の
館
」を
拠
点
に
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

手
心
込
め
て
そ
ば
を
打
ち
ま
す

そ
ば
打
ち
の
工
程
で
一
番
大
切

な
の
は
、
そ
ば
粉
の
性
質
や
気
候

会
長
の
小
谷
秀
雄
さ
ん
は
、
数
年

前
に
勤
め
を
退
職
し
た
の
を
契
機

に
、
本
格
的
に
会
の
運
営
に
参
画

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
最
初

は
集
落
が
一
つ
に
な
れ
る
も
の
で

あ
れ
ば
何
で
も
よ
か
っ
た
。
一
番

手
の
か
か
ら
な
い
も
の
を
選
ん
だ

ら
、
結
局
そ
ば
に
な
っ
た
」
と
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。

秀
雄
さ
ん
の
役
目
は
、
だ
し
の

調
合
と
そ
ば
の
ゆ
が
き
あ
げ
で
す
。

そ
ば
の
美
味
さ
の
秘
訣
は
、
引
き

た
て
、
打
ち
た
て
、
茹
で
た
て
の

三
拍
子
が
揃
う
こ
と
だ
そ
う
で
、

「
ゆ
が
き
あ
げ
で
一
番
気
を
使
う
の

は
、
短
時
間
で
さ
っ
と
ゆ
が
く
こ

103

手心込めた手打ちそばで
むらに元気と交流を！

「吉野そばの研究会」

シリーズ

小 谷　秀 雄 さん  
Hideo Kodani

小 谷　忠 己 さん  
Tadami Kodani

地元の旬の野菜を使った天ぷらはお客さんに大好評

副会長 発起人
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と
。
沸
と
う
し
て
か
ら
１
分
間
が

勝
負
で
す
」
と
、二
人
の
息
の
合
っ

た
作
業
が
、
つ
や
が
あ
り
、
つ
る
っ

と
し
た
の
ど
ご
し

の
そ
ば
を
生
み
出

し
ま
す
。

ま
た
、
女
性
会

員
が
精
を
出
す
天

ぷ
ら
は
、
地
元
の

野
菜
を
中
心
に
、

ウ
ド
や
タ
ラ
の
目
、

ユ
キ
ノ
シ
タ
な
ど

季
節
の
も
の
を
織

り
交
ぜ
、
お
客
さ

ん
に
大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。「
こ
れ

は
な
ん
で
す
か
？
」

と
い
う
お
客
さ
ん
の
反
応
に
張
り

合
い
が
で
る
と
の
こ
と
。

「
吉
野
」
と
い
え
ば
「
そ
ば
」

現
在
、
会
の
活
動
は
、
鹿
野
町

や
溝
口
町
な
ど
と
共
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
口
コ
ミ
で
、
他
の
集
落

や
保
育
園
、
学
校
な
ど
の
体
験
研

修
を
受
け
入
れ
、
先
日
は
旅
行
会

社
の
ツ
ア
ー
で
和
歌
山
か
ら
団
体

客
を
受
け
入
れ
る
ほ
ど
に
。

以
前
は
冬
場
に
は
何
も
な
い
集

落
で
し
た
が
、
そ
ば
を
始
め
て
か

ら
は
冬
場
で
も
交
流
が
生
ま
れ
た

と
の
こ
と
。「
吉
野
」と
い
え
ば「
そ

ば
」と
ま
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
う
れ
し
い
そ
う
で
す
。

自
由
な
雰
囲
気
で
続
け
た
い

会
員
は
現
在
18
人
。
平
均
年
齢

は
60
歳
過
ぎ
で
男
女
比
は
半
々
、

ご
夫
婦
で
参
加
し
て
い
る
家
も
あ

る
そ
う
で
す
。

吉
野
地
区
は
現
在
24
世
帯
、
人

口
約
３
０
０
人
弱
の
小
さ
な
農
村

集
落
で
、
会
の
ス
タ
ー
ト
当
初
は

全
世
帯
の
半
分
が
加
入
し
て
い
た

そ
う
で
す
が
、
現
在
は
人
集
め
に

苦
労
し
て
い
る
と
の
こ
と
。「
20

年
近
く
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
後

も
自
由
な
雰
囲
気
を
大
事
に
し
、

若
い
人
が
続
け
ら
れ
る
会
で
あ
っ

て
ほ
し
い
」
と
忠
己
さ
ん
。「
今

後
は
、
あ
る
程
度
の
お
客
さ
ん
を

見
込
ん
で
活
動
し
て
い
き
た
い
。

た
だ
、
会
員
の
確
保
が
ネ
ッ
ク
と

な
り
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
を

前
に
手
が
回
ら
ず
迷
惑
を
か
け
て

は
い
け
な
い
」
と
秀
雄
さ
ん
。
評

判
の
陰
に
は
「
の
れ
ん
」
を
守
る

こ
と
の
厳
し
さ
が
。

引
き
た
て
、
打
ち
た
て
、
茹
で

た
て
の
そ
ば
に
、
お
母
さ
ん
た
ち

が
作
る
旬
の
天
ぷ
ら
、
惣
菜
が
プ

ラ
ス
さ
れ
た
吉
野
の
そ
ば
に
は
、

地
区
の
み
な
さ
ん
の
「
お
も
て
な

し
」
の
心
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
一
度
、
吉
野

の
館
の
の
れ
ん
を
く
ぐ
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

地区の集会所が日曜日には「そば屋さん」に大変身

地域情報番組『とっとりウオーキング』【放送】毎週日・月

手話番組『手話でコミュニケーション』【放送】毎週日・月

　静止画文字情報
　『鳥取市からのお知らせ』【放送】毎週日・月・水・木

農業番組『いなばアグリタイム』【放送】毎週水・木

《10 月の番組ガイド》

【特集】

イベント・募集・相談な
どの各種お知らせを、文
字画面と音声でご案内し
ます。

　ニュースや話題、行事、お知らせを手話や字幕で
紹介します。

情報をお寄せください！
　いなばぴょんぴょんネット  0857 ー 22 ー 6111
※放送予定は予告なく変更することがあります。

番組の放送時間は、ホームページまたはデジ
タル放送の電子番組表（EPG）をご覧ください。
http://www.inabapyonpyon.net

　鳥取市の施策や事業の取り組み状況、各種行事、
お知らせを紹介します。

いなば

ぴょんぴょんネット

▽まちづくりフォーラム

▽市民体育祭閉幕

▽山陰海岸ジオパーク

▽市民美術展作品紹介（写真）

　西条柿や富有柿の出荷や恒例の「とっとりきのこ祭
り」の様子、実りの秋の豊作を祝う行事をお伝えします。

　芸術や文化の秋を迎え、市内各地の伝統芸能を守る
公民館活動やまちづくり活動を紹介します。

『こんにちは鳥取市です』【放送】毎週金・土

鳥取市行政番組

いなばぴょんぴょんネット
自主制作番組

地デジの準備をお願いします！
　アナログ放送は平成 23 年 7 月 24 日に終了し、地
上デジタル放送に完全移行します。そのままではアナ
ログテレビは何も映らなくなります。詳しくは、ご加
入のケーブルテレビ局にお問い合わせください。

アナログ 2ch   デジタル 11ch

今年 6 月に開幕した市民体育祭

生活情報番組『ぴょんぴょんワイド』【放送】毎週火

　子育てや健康をテーマに、暮らしに役立つ情報や話
題をお届けします。
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　上地地区は鳥取市の東に位置し、扇ノ山のふもとの 2 集落、
上
か み わ じ

上地・上地で、人口 126 人、50 世帯、高齢化率は約 60 ㌫に達
しています。その 2 集落で、「扇の里村づくり推進委員会」が結成
されたのが平成 5 年。子どもから高齢者まで集まり、「何とかこの
村を賑やかにしたい！」という思いで「夜なべ談議」と称し、話し
合いを行ったのが集落活性化の始まりでした。
　今では、「扇の里村づくり推進委員会」を核にして、地区全体で行
う農業体験交流「わじっこ倶楽部」や、農家関係者を中心とした京ヶ
原水路の清掃ボランティア「棚田保全応援隊」、地元で採れた農作物
を使って特産品づくりに取り組む「扇の里グループ」、遊休農地を利用して菜種油を作る「菜の花ボランティ
ア」など、子どもから大人まで楽しめるグリーンツーリズムで、都市との交流事業を積極的に行っています。

扇の里交流館の完成
　平成 20 年 3 月、都市との交流活動拠点「扇の里交流館」が完成。
この交流館の完成により、イベント時の集客力が高まり、年間 1,000
人以上の参加者を迎えています。

まだまだ頑張る !!
　扇の里交流館の完成により活動の拠点が整った上地地区では、山陰
海岸ジオパーク扇ノ山ジオエリアの特色を活かし、さらなる観光資源
の開発、交流人口の増加を目指しています。現状維持ではなく、攻め
の気持ちで活動を行っている上地地区の今後の発展が楽しみです。

中山間地域対策強化方針シリーズ 3

国府町上
わ じ

地地区の取り組み
問い合わせ先　国府町総合支所地域振興課  0857-39-0555

「棚田保全応援隊」の昼食会

問い合わせ先　市役所駅南庁舎情報政策課 0857-20-3871

平成２２年１０月1日から鳥取市コミュニティデータ放送が始まります

コミュニティデータ放送とは
　ケーブルテレビ局のコミュニティチャンネル（デジタル
11CH）のデータ放送で行政情報、地域情報など、生活に
密着した情報を文字情報としてご家庭のテレビで視聴し
ていただくことができます（提供情報は表 1 を参照）。

どうしたら視聴できるの？
　10 月 1 日以降は、ご自宅のテレビのリモコンボタン
から、11CH（「NCN ピットステーション」または「ぴょ
んぴょん Ch」）を選択していただくと、コミュニティ
チャンネルの画面に新たにＬ字型のメニューが表示さ
れます。
　テレビのリモコンからご覧になりたい情報のメ
ニューを矢印ボタンで動かし選択（「決定」ボタンを押
す）いただくと、情報を閲覧できます。

ご利用にあたっての注意点
　電子掲示板サービスのご利用には、テレビに町内会設
定を行っていただく必要があります。（初回のみ）
　データ放送の視聴には、ケーブルテレビへの加入並び
にデジタル放送が視聴可能なテレビ・チューナー等が必
要になります（無償配布のチューナや一部テレビには
データ放送が視聴できない機種も存在しますので、ご不
明な場合にはご確認ください）。

緊急情報 緊急告知情報（あんしんトリピーメール情報より）
※平常時には画面表示されません。

地域情報

電子掲示板
　　地域情報（総合支所からの情報）
　　地区情報（地区・まちづくり協議会・地区公
　　民館からの情報）
　　町内会情報※（町内会・集落からの情報）
　　※市へ利用申込のあった町内会、集落のみ
日本海新聞ニュース（新聞社の地域ニュース速報）
安全安心メール（あんしんトリピーメール情報）
休日当番医（医師会提供情報）

行政情報
鳥取市からのお知らせ（各課からの情報）
市民便利帳（「くらしの便利帳」の抜粋）
連絡先一覧（各課連絡先）

ＣＡＴＶ
局情報

ケーブルテレビ局からのお知らせや自主放送番組
の案内、メンテナンス情報を提供

イメージ画面

「わじっこ倶楽部」の活動

表 1
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砂の美術館通信

問い合わせ先　鳥取砂丘情報館サンドパルとっとり
0857-20-2231 0857-20-2232

公式ホームページ http://www.sand-museum.jp/

◆お知らせ◆　

10 月 9 日 ( 土 ) 〜 19 日 ( 火 ) まで、砂の美術館総
合プロデューサー 茶

ち ゃ え ん

圓勝
か つ ひ こ

彦さんによる砂像公開制
作が行われます。第 2 期、第 3 期展示から続く「砂
漠の民」の最新作を制作していただきます。プロの

技と表情を、ぜひ間近で
ご覧ください。

鳥取砂丘 Vol.5

会期：平成 23 年 1月10 日（月）まで
時間：9：00 〜 20：00
料金：大人 500 円　小中高生 300 円
※団体割引あり、障がい者手帳など所持者無料
※天候不良などの場合を除き、会期中は無休

山陰海岸ジオパーク 学ぼうよ！楽しもうよ！体験しようよ！
問い合わせ先
市役所第二庁舎鳥取砂丘・ジオパーク推進室

0857-20-3036  0857-20-3046 
geosakyu@city.tottori.lg.jp

湖山池に出かけよう！
　湖山池は、山陰海岸ジオパークのジオスポットで、
沿岸部の湖山砂丘の発達により形成された潟

せ き こ

湖です。
その広さは池と名のつくものでは日本一です。

（周囲 18 ㌖、面積 6.7 平方㌖、最大水深 6.5 ㍍）

湖山池情報プラザへようこそ
　湖山池情報プラザでは、湖山池の成り立ちや江戸
時代前期から伝わる伝統漁法「石がま漁」などの話
をアドバイザーから聞くことができます。
　また、野外体験として、昆虫採集や押し花づくり、

葦
よし

を使った紙すき体
験のほか、湖山池ク
ルージングなども行
っています。

目指せ!　山陰海岸ジオパーク

日本海形成のダイナミズムを体感

芸術の秋…砂像のたのしみ方
　砂の美術館では、自分で砂像を作る体験もできま
す。はじめは崩れないように恐る恐る削りはじめ

るものの…。すぐにその
感触と形の変化に夢中に
なってしまいます。体験
は、子どもから大人まで
どなたでもできます。「芸
術の秋」に、ぜひ自分だ
け の オ リ ジ ナ ル 砂 像 を
作ってみはいかがでしょ
うか？

湖山池情報プラザ
場所 鳥取市高住 754-17
時間 10:00 〜 16:00（休館 : 水曜日）
料金 入館無料。体験料は別途要（要予約）
    0857-31-2900
ＨＰ http://blog.goo.ne.jp/koyamaike_jp 遠

えんどう

藤浩
ひろあき

明さん

　
第 3 回らっきょうの花フェア開催！

 日時　11 月 3 日（水・祝）10:00 〜 15:00
 場所　鳥取砂丘市営駐車場ほか
 内容 

 

らっきょう加工品の販売、料理実演、らっ
きょうの花畑散策・花摘み、カレーの販
売・食べ歩き、ゆるキャラ写真撮影会、
らっきょうの花で小物づくりなど

アドバイザー

◆予告◆
今年も「クリスマス特別
企画」の開催が決定しま
した！ 12 月 12 日〜 26
日まで、砂の美術館がロ
マンチックに変身しま
す。詳細は来月号でお知
らせします。

砂像制作体験
料金　鉢植えサイズ 500 円
　　　バケツサイズ 700 円
時間　13:30 〜 20:00（時間外は要問い合わせ）
所要時間　約 60 分
10 人以上の場合は 1 週間前までに予約が必要です。
※作品のお持ち帰りはできません。 第 3 期展示制作の作品
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華麗なテクニックで観客を魅了

鹿野町鬼
きにゅうどう

入道

　8月22日（日）、因幡万葉歴史館で「第13回因幡の傘踊りの祭典」
が開催されました。会場には約千人の観客が訪れ、市内外から集
まった 18 団体の演舞を観賞。次々と繰り出される凛

りん

とした勇壮
な舞に、拍手喝

かっさい

采を送っていました。また、会場には傘踊りの体
験コーナーが設けられ、「国府町因幡の傘踊り保存会」のメンバ
ーに教わりながら、傘踊りに挑戦する人たちもいました。

勇壮な傘踊りの競演

因幡万葉歴史館

　9 月 5 日（日）、鹿野町鬼入道の H
ひ ろ

IRO スポーツパークで「2010
全日本トライアル選手権第 5 戦中国大会」が行われました。自然の
岩場や急斜面などを、オートバイで足を着かずに走り抜けるこの競
技。トップライダー 125 人が日ごろ鍛えた技術を競い、静かな山あ
いに観客の声援が響きました。今期から国際 A 級クラスに参戦した
鹿野町今市の山

やまもと

本直
な お き

樹選手は、地元開催のプレッシャーを見事はね
のけ、初優勝を飾りました。

おう穴
けつ

で涼を満喫

用瀬町赤
あがなみ

波

　8 月 29 日（日）、赤波川渓谷のおう穴群で恒例の「おう穴まつり」
が開催されました。今回は " まち " と " むら " との交流ということで、
地元大村地区のほか、市街地の城北地区などから約 130 人が参加。
おう穴群を散策しながらクイズを解くウォークラリーや、マンガン
鉱採掘跡地の見学などを通して、地域の歴史と自然に触れました。
とりわけ、おう穴の形状を利用した自然のスリル満点のウォーター
スライダーは、子どもたちに大人気でした。

鮮やかで緻
ち み つ

密なティンガティンガの世界

サンドパルとっとり

　8 月 25 日（水）、鳥取砂丘情報館サンドパルとっとりで開催
中の「ティンガティンガアート展」で、作者の 1 人、ムスターファ・
アブダラ・ユスフさんが公開制作を行いました。アフリカの自然
を豊かな色彩で自由に描いたティンガティンガ。今回の展示は、
砂の美術館第 4 期展示のテーマ、アフリカにちなんで開催され
たもので、10 月 31 日（日）まで開催されています。入場無料。
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気高町逢
おうさか

坂地区

勝利の鍵はチームワーク

コカ・コーラ ウェストスポーツパーク

日・中・韓シンポジウムで相互理解を深める

青谷高校

　9 月 3 日（金）、青谷高校で「第 14 回日・中・韓高校生国際シ
ンポジウム」が開催されました。「21 世紀に生きるアジアの一員
として」をテーマに、中国健

ケンユウ

雄職業技術学院、韓国居
コチャン

昌中央高等
学校、青谷高校からそれぞれ、代表生徒がパネリストとして出演。
人と人とのつながりについて、意見発表と意見交換を行い、若者
の必需品となっている携帯電話への依存を例に、直接会って会話
することの大切さなどを話し合いました。

熱さに負けず たすきつなぐ

　8 月 29 日（日）、焼けるような暑さのなか、第 6 回鳥取市西部地
域交流駅伝大会が開催されました。今回は、地区対抗の部に気高、
鹿野、青谷の西部地域から 6 チーム、各種団体の部に県東部から 18
チームが参加。逢坂地区公民館を発着点とする 15 ㌖のコースを、6
人の選手がたすきをつなぎました。12 歳の小学生から 68 歳の最高
齢者まで、日ごろ鍛えた健脚を存分に披露する 114 人の選手たちに、
沿道からは大きな声援が送られました。

　9 月 5 日（日）、第 12 回全国社会人ゲートボール大会が、コカ・
コーラ ウェストスポーツパークで開催されました。職場の仲間 5
人が 1 チームとなって、相手チームと合計得点を競うこの大会に、
全国から 37 チームが参加。この日は、前日行われたリーグ戦の上
位 12 チームがトーナメント戦を戦い、36 度を超える猛暑のなか、
息の合ったプレーで優勝を目指しました。

いざというときに備えて

青谷小学校

　9 月 10 日（金）、市内一円で「第 33 回鳥取市総合防災訓練」が
行われました。これは、昭和 18 年 9 月 10 日に発生した鳥取大地
震を教訓にしようと、毎年実施されているものです。会場の一つ、
青谷小学校では、児童と教職員が校庭へ避難した後、地元住民と一
緒になってバケツリレーによる消火訓練を行いました。また、消火
器を使った消火訓練では、参加者が消防署員の指導を受けながら、
火の風上に立って懸命に消火していました。

美容と健康は永遠のテーマ

佐治地区公民館

　8 月 24 日（火）、佐治地区公民館で「美容と健康」をテーマに、ア
ロエのローションを作る講座が開催されました。講師は、佐治町加瀬
木の西

に し お

尾則
の り こ

子さんと同町福園の谷
たにがみ

上克
か つ え

江さん。包丁でアロエの皮を取
り除いて搾った後、グリセリンを混ぜて天然の化粧水を完成させまし
た。完成後は、ハーブティーを飲みながら美容と健康についての会話
が弾み、自然とみなさん笑顔に…。美容効果がさらに高まったようです。
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中央保健センター
　BCG・ポリオなど
　　  0857-20-3191
　乳幼児健康診査など
　　  0857-20-3196
保健医療福祉連携課
　がん検診など
　　  0857-20-0320
国府町総合支所市民福祉課
　　  0857-39-0557
福部町総合支所市民福祉課
　　  0857-75-2813
河原町総合支所市民福祉課
　　  0858-76-3113
用瀬町総合支所市民福祉課
　　  0858-87-3781
佐治地区保健センター
　　  0858-89-1024
気高町総合支所市民福祉課
　　  0857-82-3157
鹿野町総合支所市民福祉課
　　  0857-84-2013
青谷町総合支所市民福祉課
　　  0857-85-0012
中央地域包括支援センター
　　  0857-20-3456
こやま地域包括支援センター
　　  0857-32-2727
南地域包括支援センター
　　  0858-76-2351
西地域包括支援センター
　　  0857-82-6571

※新市域で行われる健診情報などは、「総合
支所だより」をご覧ください。

※お住まいの地域以外で受診などを希望の場
合は、お住まいの総合支所市民福祉課ま
たは保健医療福祉連携課へ連絡ください。

11 月の鳥取地域の健診・予防接種など

受付 13:00 〜 14:00　ところ さざんか会館
区　分 対　象　児 と　き
6カ月児 平成22年4月生 9日（火）〜11日（木）

1歳6カ月児 平成21年4月生 16日（火）〜18日（木）
3歳児 平成19年10月生 24日（水）〜26日（金）

2歳児歯科
および

フッ素塗布

平成20年10月生  4日（木）
 13:00〜14:30受付

　携行品：母子手帳、問診票、
　　歯ブラシ、タオル、コップ

離乳食
講習会

※事前にお
申し込み
ください

5〜  8カ月児 10日（水）10:00〜
17日（水）13:30〜

8〜12カ月児 24日（水）13:30〜

ＢＣＧ接種
対象児 下記および生後６カ月未満で未接種の乳児
受付 13:00 〜 14:00　ところ さざんか会館

と　き 対　象　児
2 日（火） 平成 22 年　7 月16 日〜 31日生

19 日（金） 平成 22 年　8 月　1日〜 15 日生
※生後 6 カ月までに接種できない場合は、中央保

健センターにご相談ください。

乳幼児健康診査

■駐車場について　さざんか会館の駐車
場が満車の場合は、駅南庁舎駐車場（３
時間まで無料）をご利用ください。なお、
どちらの駐車場も駐車券が発行されます
ので、受付で提示してください。

※ 10 月分は市報 9 月号に掲載

健康健康
11 月

ポリオ生ワクチン投与

◆胃がん・肺がん・大腸がん

◆子宮がん・乳がん

対象者　40 歳以上
費　用　胃がん 500 円、肺がん無料（喀

かくたん

痰　
　　　　検査が必要な場合は 300 円）
　　　　大腸がん 200 円
※胃がん検診を受ける人は、必ず保健医療福祉連携課

に申し込みをし、前日午後9時以降は絶食、絶飲し
てお越しください。大腸がん検診の検便容器は当日
渡しますので、後日提出してください。

対象者　25 歳以上の女性　費　用　300 円

と　き と　こ　ろ 受付時間
16日（火）さ ざ ん か 会 館

8：30 〜 9：2017日（水）末恒地区公民館
30日（火）さ ざ ん か 会 館

がん検診

骨粗しょう症予防検診

と　き と　こ　ろ 受付時間
16日（火） さざんか会館

13：30 〜 14：2022日（月） 保健事業団
30日（火） さざんか会館

対象児 下記および生後 90 カ月未満で未接種の乳幼児
受付 13:00 〜 14:00　ところ さざんか会館

と　き 対　象　児
5 日（金） 平成 22 年　2 月生（1 回目）

12 日（金） 平成 21 年 11 月生（2 回目）
30 日（火） 平成 21 年 12 月生（2 回目）

とき 内容

11月11日（木）
9:30 〜 11:30

・オリエンテーション
・糖尿病食事療法のための食品交換表とは
・食品交換表の使い方

11月18 日（木）
9:30 〜 13:00

・食品交換表の使い方
・調理実習（1 単位の量を知る）

11月 25日（木）
9:30 〜 11:30

・食品交換表の使い方
・調味料、嗜好品について

12 月  2 日（木）
9:30 〜 13:00

・食品交換表の使い方
・調理実習（エネルギーを低くする方法など）

※希望者の方には、教室終了後、個別相談を行います。

対　象・健康診断で、血糖値が基準値より高めで「糖
尿病の疑い」のある人、およびその家族で 4
回すべてに参加可能な人

　　　・医療機関で治療中の人で「糖尿病食事療法」
の基本について学びたい人、およびその家族
で 4 回すべてに参加可能な人

ところ　さざんか会館（富安二丁目）3 階 第 2 会議室
定　員　20 人（先着順）　※ 10 月 4 日（月）申し込み開始

「糖尿病食生活教室」参加者募集

と　き　第 1 回：10 月 22 日（金）
 第 2 回：10 月 29 日（金）　10:00 〜 12:00
 第 3 回：11 月 5 日（金）
 第 4 回：11 月 19 日（金）　10:00 〜 14:00
ところ　さざんか会館（富安二丁目）3 階 第 2 会議室
内　容　生活習慣病の予防と健康管理のため、食品に

含まれる栄養素の働きや摂取方法などについて
の学習と調理実習

対　象　市内に在住で 4 回すべてに参加可能な人
定　員　20 人程度
受講料　無料

※ 10 月 4 日（月）申し込み開始

申し込み・問い合わせ先
中央保健センター  0857-20-3192

「初歩からの栄養セミナー」参加者募集

中央保健センターからのお知らせ

対象者　子宮がんは 20 歳以上の女性、乳がん
は 40 歳以上で年度内に偶数年齢に達する女性
費　用　子宮がん 300 円、乳がん 400 円
※乳がん検診を受ける人は、必ず保健医療福祉

連携課に申し込みをしてください。

と　き と　こ　ろ 受付時間
16日（火） さざんか会館

13：30 〜 14：2022日（月） 保健事業団
30日（火） さざんか会館
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携帯電話カメラのバーコードリーダーで読み込むと市
役所携帯サイトにリンクされます。
トップメニュー→ジャンルから検索→ 2. 夜間・休日
救急診療のあと、ご希望の連絡先を選択してください。

「夜間・休日救急診療」情報は、携帯電話からでもご覧いただけます。
http://www.city.tottori.lg.jp/mobile/ 

夜間・休日急患診療所
※内科、小児科の 2 診体制で診療を行います。
ただし小児科は月・水曜日は休診、日曜日は月 1
〜 2 回診療。

と　き　月 〜  土曜日　19:00 〜 22:00
　　　　日曜・祝休日　  9:00 〜 17:00
　　　　日曜・祝休日　19:00 〜 22:00
ところ　急患診療所 （富安一丁目東部医師会館隣）
問い合わせ先　東部医師会　  0857-22-2782

夜間小児救急当番病院
日・月・火・木・金・土・祝休日 19:00 〜 22:00
水 18:30 〜翌日 8:30
日曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

月曜日 赤 十 字 病 院 0857-24-8111

火曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

水曜日 生 協 病 院 0857-24-7251

木曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

金曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

土曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

休日急患歯科診療所

休日夜間在宅当番歯科医院

休日当番薬局

8:30 〜翌日 8:30
10 月

3 日（日）生 協 病 院 0857-24-7251
9 日（土）市 立 病 院 0857-37-1522
10 日（日）中 央 病 院 0857-26-2271
11 日（祝）赤 十 字 病 院 0857-24-8111
17 日（日）生 協 病 院 0857-24-7251
24 日（日）赤 十 字 病 院 0857-24-8111
31 日（日）中 央 病 院 0857-26-2271

11 月 (7 日まで）

3 日（祝）赤 十 字 病 院 0857-24-8111
7 日（日）中 央 病 院 0857-26-2271

休日救急当番病院

休日小児救急当番病院

※やむを得ず当番を変更する場
合がありますので、当日の新
聞などでご確認ください。

と　き　日曜・祝休日　10:00 〜 16:00

ところ　東部歯科医師会（富安二丁目 歯科技工専門学校内）
　　　　  0857-23-3197

18:00 〜 21:00
10 月

3 日（日）さわだ歯科医院 的場二丁目 86-1
タウンアローズ 86-104 号 0857-30-1008

10 日（日）はやし歯科クリニック 東品治町 114
コスモスビル 2 階 0857-29-5256

11 日（祝）緑ケ丘歯科クリニック 南安長三丁目 27-2 0857-26-0340
17 日（日）谷 本 歯 科 湖山町東五丁目 504-18 0857-28-8211
24 日（日）戸 﨑 歯 科 医 院 桂木 224 0857-53-0586
31 日（日）豊 川 歯 科 医 院 古海 716-1 0857-29-1308

11 月（7 日まで）

3 日（祝）中 尾 歯 科 医 院 青葉町二丁目 105 0857-29-7676
7 日（日）中 村 歯 科 医 院 扇町 34-1 0857-27-4698

赤十字病院・生協病院　8:30 〜 17:00
急患診療所　9:00 〜 17:00

10 月

3 日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

10 日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

11 日（祝）赤 十 字 病 院 0857-24-8111

17 日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

24 日（日）赤 十 字 病 院 0857-24-8111

31 日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

11 月（7 日まで）

3 日（祝）赤 十 字 病 院 0857-24-8111

7 日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

たんぽぽ薬局・常田薬局・いなば調剤薬局的場店　8:30 〜 17:30
ひまわり薬局　8:30 〜 17:00　　
フジモト薬局　9:00 〜 20:00　　
その他の薬局　9:00 〜 17:00

10 月

3 日（日）
ひ ま わ り 薬 局 末広温泉町 574 0857-21-9691
常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 0857-22-4792

10 日（日）
フ ジ モ ト 薬 局 行徳 1-103 0857-26-6660
た ん ぽ ぽ 薬 局 西町一丁目 211 0857-37-1920

11 日（祝）
アイ・プラス薬局 上魚町 14-5 0857-25-1500
よ つ ば 薬 局 里仁 53-7 0857-30-3300

17 日（日）
ひ ま わ り 薬 局 末広温泉町 574 0857-21-9691
常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 0857-22-4792

24 日（日）
あ か つ き 薬 局 湖山町南三丁目 301-2 0857-37-3330
た ん ぽ ぽ 薬 局 西町一丁目 211 0857-37-1920

31 日（日）
あ お ば 薬 局 青葉町三丁目 104 0857-22-3881
常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 0857-22-4792

11 月（7 日まで）

3 日（祝）
ドラッグストアエース調剤薬局 古海 590-1 0857-39-8710
よ つ ば 薬 局 里仁 53-7 0857-30-3300

7 日（日）
池 田 薬 局 今町一丁目 323 0857-23-1251
常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 0857-22-4792

病院病院
10 月

※当月分と、翌月の７日までの
情報を掲載しています。緊急   救 急     119

事件・事故　110
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※朝８時までに必ずごみを出してください。

※新市域については総合支所だよりをご覧になるか、各総

合支所市民福祉課（ 14ページ）までお問い合わせください。

　祝日がごみ収集日にあたる地区は、ごみ収集のスケジュールが
変更になります。

問い合わせ先　市役所本庁舎生活環境課  0857-20-3217

月日 可燃ごみ 古紙類

10 月 11 日（月） 収集します 収集します

ペットボトル プラスチック 食品トレー・資源ごみ
・小型破砕ごみ

13 日（水）に振り替
えて収集します 収集します お休みします

　　毎月 10 日は
　　｢ ノーレジ袋デー」　　｢ ノーレジ袋デー」

乾電池・蛍光管の収集
ー10月ー

　他のごみと区別し、それぞれ別の透明または半透明な
袋などに入れ、10 月 1 日（金）～ 7 日（木）の小型破砕
ごみの収集日にごみステーションに出してください。蛍
光管は購入時のケースに入れるなど、壊れないようにし
てください。

祝日のごみ収集（鳥取地域）

informationPickup

第9次鳥取市総合計画基本構想（案）・基本計画（案）
ご意見をお寄せください

問い合わせ先　市役所本庁舎行財政改革課
  0857-20-3164 0857-20-3040
	 sougoukeikaku@city.tottori.lg.jp

谷
た に ぐ ち

口ジロー原画展
問い合わせ先　市役所本庁舎文化芸術推進課  0857-20-3226
　「父の暦」「遥かな町へ」などの作
品で知られる、鳥取市出身の世界的
マンガ家谷口ジローさんの原画展と、
谷口さんを招いての座談会、サイン
会、探訪ツアーを開催します。

【谷口ジロー原画展】
と　き　10 月 31 日（日）〜 11 月 14 日（日）11:00 〜 19:00
ところ　ギャラリーそら（栄町 658-3 駅前サンロード）
内　容　原画約 100 点を中心に谷口作品魅力を探る展示

【谷口ジロー座談会】
と　き　11 月 6 日（土）13:00 〜 15:00（12:30 開場）
ところ　鳥取シネマ（栄町 606 まるもビル）
出　演　谷口ジローさん、佐

さ と う

藤敏
としあき

章さん（前小学館ビッグコ
　　　　ミック編集長）、西

に し お

尾肇
はじめ

さん（鳥取市立中央図書館長）
定　員　200 人　※要事前申し込み

【谷口ジローサイン会】
と　き　11 月 6 日（土）15:30 〜
ところ　ギャラリーそら（栄町 658-3 駅前サンロード）
定　員　100 人　※要事前申し込み

【「父の暦」探訪ツアー】
と　き　11 月 6 日（土）9:30 集合
集合場所　鳥取駅南フコク生命ビル前
定　員　30 人　※要事前申し込み　参加料　500 円（昼食代）
内　容　鳥取を舞台に描いた「父の暦」に登場する場所
を解説付きでめぐる。（座談会、サイン会への参加も含む）
◆参加申し込み方法◆

座談会、サイン会、探訪ツアーそれぞれ事前に申し込みが必要です。
①往復はがきに、郵便番号、住所、氏名、年齢、電

話番号、希望するイベント（座談会、サイン会ま
たは探訪ツアーいずれか１つ）および人数（はが
き 1 枚につき 2 人まで）をご記入ください。

②返信面に返送先の郵便番号、住所、氏名をご記入ください。
③ご応募多数の場合は抽選となりますので、了承ください。
応募期間　9 月 24 日（金）〜 10 月 14 日（木）　※必着

応募先　〒 680-8571　鳥取市役所文化芸術推進課
 （郵便番号と宛先のみで届きます。）

谷口ジローさん

鳥取市制施行121周年記念式典
問い合わせ先　市役所本庁舎総務課  0857-20-3102

　鳥取市制が明治 22 年に施行されてから今年で 121
年目を迎えます。
　記念式典を次のとおり開催しますので、お誘い合わ
せのうえ、ご来場ください。
と　き　10 月 1 日（金）　10:00 〜 11:30
ところ　さざんか会館 5 階 大会議室
内　容　市政功労者への表彰、叙勲・褒章受章者への
記念品贈呈など
※駐車場に限りがありますので、公共交通機関でお越
しください。
※入場無料、事前申し込み不要

　総合計画は、本市を将来にわたり持続的に発展させ
るため、市民などとの協働による総合的かつ計画的な
まちづくりを進めていく指針となる計画です。
　このたび、下記の内容で「第 9 次鳥取市総合計画」
の基本構想（案）と基本計画（案）がまとまりました
ので、市民のみなさんからのご意見を募集します。

提出方法　様式は問いません。住所・氏名・（団体名）・
電話番号を明記のうえ、郵送、ファクシミリ、電子メー
ル、持参のいずれかで上記問い合わせ先まで
資料配置場所　市役所本庁舎総合案内所、同舎行財政
改革課、市役所駅南庁舎総合窓口、各総合支所地域振
興課、各地区公民館、各市立図書館、鳥取市ホームページ
実施期間　10 月 15 日（金）〜 11 月 12 日（金）

構想期間　平成 23 年度〜平成 32 年度
将来像　人が輝き まちがきらめく 快適・環境都市 鳥取
まちづくりの理念　人を大切にするまち
まちづくりの目標　
　・ふるさとを愛し 次代を担う人づくり
　・心豊かにいきいきと 人が輝くまちづくり
　・笑顔があふれ 心やすらぐまちづくり
　・緑あふれる 日本一のふるさとづくり
　・人・モノ・情報が往きかい にぎわうまちづくり
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募集期間　9 月 28 日（火）〜 10 月 29 日（金）　※必着	 指定管理期間　平成 23 年 4 月 1 日〜平成 28 年 3 月 31 日
※応募を予定している団体は必ず現地説明会に出席してください。日程は施設によって異なりますが、公募開始1週間前後を

予定しています。詳しくは募集要項をご覧ください。

募集
単位 施設名 所在地 担当課 電話番号

① 道の駅神話の里白うさぎ 白兎 611-10
市役所本庁舎 2 階　都市環境課 （0857）20-3252

② 道の駅清流茶屋かわはら 河原町高福 837

③ かちべ伝承館 青谷町鳴瀧 448 市役所第二庁舎 2 階　農業振興課 （0857）20-3232

④ 流しびなの館 用瀬町別府 32-1

市役所第二庁舎 1 階
観光コンベンション推進課 （0857）20-3227

⑤ 気高町遊漁センター 気高町八束水 2706-147

⑥ 浜村温泉館 気高町浜村 780-2

⑦
河原町お城山展望台 河原町谷一木 1011

河原町中央公園 河原町谷一木ほか

⑧
佐治町和紙生産伝習施設

「かみんぐさじ」
佐治町福園 146-4 市役所第二庁舎 1 階　経済戦略課 （0857）20-3249

⑨

あおや和紙工房 青谷町山根 313

市役所第二庁舎 4 階　文化財課 （0857）20-3367

青谷上寺地遺跡展示館 青谷町青谷 4064

あおや郷土館 青谷町青谷 2990-4

⑩ 仁風閣、宝扇庵 東町二丁目 121

⑪ 因幡万葉歴史館 国府町町屋 726

指定管理者を募集します
問い合わせ先　市役所本庁舎行財政改革課 0857-20-3164

問い合わせ先　中央保健センター予防係  0857-20-3191
インフルエンザ予防接種のお知らせ

接種期間　10 月 1 日（金）〜平成 23 年 3 月 31 日（木）
接種医療機関　鳥取県東部地区医療機関　※要予約

１．① 65歳以上の人
　　②満60歳〜 64歳で一定の障がいを有する人
　接種費用
　・1000 円
　・発熱等で接種できなかった場合：1790 円
　・市民税非課税世帯及び生活保護世帯の人：無料
　医療機関に持参するもの
　・インフルエンザ接種券
　　①の人：9 月末に郵送した接種券
　　②の人：接種券を発行しますのでお問い合わせください

２．１以外の全市民
　接種費用
　・1 回目：3600 円
　・2 回目：2550 円（1 回目と異なる医療機関で接
　　種する場合：3600 円）
　・発熱等で接種できなかった場合：1790 円

　下記施設の指定期間が、平成 23 年 3 月 31 日で満
了するため、平成 23 年 4 月から管理を行っていただ
く指定管理者を募集します。募集要項および業務仕様
書などは、下記担当課へ請求されるか、本市ホームペ
ージからダウンロードの上、期限までに応募書類など

を下記担当課へ提出してください。
　なお、応募できるのは、法人その他の団体で、法人
格の有無は問わず、任意団体や NPO 法人も応募する
ことができます。また、複数の団体が一つの組織を構
成し、応募することも可能です。

今年は 10月１日から接種ができます。 ３．接種費用の助成
　対象者
　①市民税課税世帯の方で、2 回目の接種が必要な人
　　（13 歳未満の人・13 歳以上の基礎疾患を有する
　　人で、医師の判断で 2 回接種が必要な人）
　②市民税非課税世帯及び生活保護世帯の人
　自己負担金
　①の人：2 回目 1000 円　②の人：無料
　医療機関に持参するもの（助成に必要な書類）
　①の人
　　1 回目の接種済証（又は 1 回目の接種記録が記載
　　された母子健康手帳）、印鑑、自己負担額 1000 円、
　　代理受領委任払申請書
　②の人
　　代理受領委任払申請書、課税（非課税）証明（市民課又は
　　各総合支所市民福祉課で新型インフルエンザ用の課税証明
　　をとってください。本人を確認できる被保険者証などが必
　　要です。）、印鑑、生活保護世帯の人は生活福祉課で生活保
　　護受給証明書をとってください。
※今年のインフルエンザワクチンは「Ａ香港型、Ｂ型、
新型インフルエンザ」の混合です。

17 Tottori City News Letter  2010.10



informationPickup

問い合わせ先　第 31回全国豊かな海づくり大会鳥取県実行委員
会（県庁全国豊かな海づくり大会推進課内）  0857-26-7678

　来年秋、鳥取市で開催される「第３１回全国豊かな
海づくり大会鳥取大会」へ向け、子どもから大人まで
楽しめる華やかな 1 年前プレイベントを開催します。

【海づくりフェスタｉｎ鳥取港～鳥取お魚まつり～】

と　き　１０月９日（土）　9:00 〜 14:00
ところ　鳥取県漁協沖合荷捌所　マリンピア賀露周辺
内　容　

▽ステージイベント
・さかなクントークショー
・表彰式
 （功績団体、大会各コンテスト）
・県魚ヒラメの記念放流　
・漁船パレード　
・郷土芸能ほか

▽物販・体験イベントなど
・漁師鍋無料配布　※先着 1000 人

・海づくり大会・山陰海岸ジオパーク等 PR 展示
・ジャンケン大会　・クイズラリー　・セリ体験
・海鮮飲食、海産物等販売コーナーほか

さかなクンが来るよ！

問い合わせ先　市役所第二庁舎林務水産課  0857-20-3235
ツキノワグマに注意しましょう！

　クマによる人身被害を防止するために、次のことに
注意していただきますようお願いします。

１. クマに自分の存在を知らせてください。
　クマは、嗅覚や聴覚が人間より優れ、人の接近をい
ち早く察知し、人を避けますのでラジオやクマ鈴など
を携帯し、音を出して行動してください。
　ただし、風や雨、川の音などで人の気配を察知でき
ないことがあるので、過信は禁物です。
２. クマのいるところで行動しないでください。
　クマは、明るい場所を避けます。見通しのよい明る
い場所で行動してください。
３. 朝方や夕方の外出は注意が必要です。
　クマは人里近くへは、夕方に出て、朝方に帰ること
が多いので、この時間帯に外出は出来るだけ避けてく
ださい。この時間帯に外出する場合には、単独での行
動は避け、音（ラジオや鈴）の出るものを携帯してく
ださい。

それでもクマに遭遇してしまったら

①子グマに出合った時は、そっと立ち去ってくだ
さい。近くに親グマがいます。

②とにかく落ち着いて、クマまで距離があるよう
なら、そっと立ち去ってください。

③急に大声をださないでください。大声をだした
り、モノを投げつけたりするとクマを興奮させ
てしまいます。

④クマから目を離さないようにして、できるだけ
ゆっくりと後退してください。

⑤食べ物以外の持ち物を静かに地面に置いて、ク
マの注意をそらしてください。

⑥走って逃げないでください。逃げるモノを追う
習性があると言われています。背中を見せて逃
げるなど不要な刺激を与えることは危険です。

「死んだふり」は俗説で効果はありません。

と　き　平成２２年１１月２３日（火・祝日）11：00 〜 13：00
ところ　鳥取市民会館（鳥取市掛出町 12 番地「鳥取
　　　　市民健康ひろば会場」）
持参品　採便容器、問診票、鳥取市大腸がん検診受診券、
　　　　自己負担金
対　象　鳥取市民で４０歳以上
※今年度、すでに人間ドック等で鳥取市の大腸がん検
診を受けられた方、今後受診予定の方は、対象外です。
検診は予約制です。受診希望の人は、問い合わせ先に
申し込んでください。
※事前に、採便容器及び問診票を郵送します。自宅で
便を採取し、上記の日時に提出してください。

申込締め切り　11 月 10 日（水）

休日大腸がん検診のお知らせ

鳥取市民歌のCD

問い合わせ先　市役所保健医療福祉連携課 0857-20-0320

　自立支援医療受給者証（精神通院）の有効期間は申
請受理日から１年間です。有効期限の３カ月前から更
新手続きが可能です。
窓口（いずれかで更新手続きができます）
・市役所駅南庁舎　生活福祉課
・各総合支所　市民福祉課
・通院先の医療機関医事課（医療機関によってはでき
ないところもありますので、確認してください。）
必要な書類

・申請書（窓口にあります）　・現在使用の受給者証
・医師の診断書（2 年に 1 回の提出となりました。た
だし有効期間を過ぎると診断書必要）
・医療保険証の写し・印鑑
・所得・収入状況が分かる書類（市民税非課税世帯の
方は、障害年金振り込み通知書の写しまたは通帳の写
しが必要） 　希望者に無料で差し上げます。

自立支援医療受給者証（精神通院）
の更新手続きについて

問い合わせ先　市役所生活福祉課 0857-20-3474

問い合わせ先　鳥取市市民運動推進協議会（市役所本庁舎協働推進課内）
  0857-20-3182
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鳥取と姉妹都市姫路を結ぶ高速バス「プリンセスバード」運行中
問い合わせ先　日ノ丸自動車株式会社 業務部 業務課
 0857-22-5154

運行系統および経路　鳥取駅（バスターミナル）〜鳥取道・中国道・播但道〜姫路駅（神姫バスターミナル）
途中停留所　河原、用瀬、智頭福原、西粟倉、大原、佐用平福、山崎インター、夢前、姫路城大手門前
運行回数および所要時間　毎日 4 往復、所要時間 2 時間 13 分（鳥取駅〜姫路駅間の最速所要時間）
運行会社　日ノ丸自動車株式会社、神姫バス株式会社

運行予定時刻表（平成 22 年 10 月 1 日改正）
日ノ丸 神姫 日ノ丸 神姫 主な停留所 神姫 日ノ丸 神姫 日ノ丸
7:00 11:20 14:50 19:00 鳥取駅 9:24 12:44 17:24 20:44
7:18 11:38 15:08 19:18 河原 9:04 12:24 17:04 20:24
9:13 13:33 17:03 21:13 姫路 7:10 10:30 15:10 18:30

旅客運賃
区間 片道普通旅客運賃 回数券（4 枚綴）

鳥取駅〜姫路駅 2300 円 8000 円
鳥取駅〜大原 1200 円 設定なし

セントラルパークセット券　　　大人 6000 円、小人 3200 円（入場券付き）
書写山ロープウェイセット券　　大人 4600 円、小人 2300 円（搭乗券付き）
※予約制ではありませんが、座席定員制です。満席の場合はご乗車になれませんので、予め了承願います。

※回数券は「鳥取駅⇔姫路駅」のみ、

小児の設定はございません。有効

期間は購入日から 3 カ月間です。

　市民活動に顕著な功績のあった団体などを表彰する市
民活動表彰の該当者が決定しました。表彰されるのは以
下の 11 人（団体）です。表彰式は「参画と協働のまち
づくりフォーラム」（平成23年1月開催予定）で行います。

　ダイヤ改正をしてますます便利に快適に。鳥取より
2 時間 13 分、片道 2300 円。また、姫路セントラルパ
ーク入場券あるいは書写山ロープウェイ搭乗券を格安

NPO 法人 OMU　代表者：佐
さ さ き

々木昌
まさひこ

彦さん（末恒）
　路線バスのない大郷・御熊・内海中地区で平成 21 年
より有償ボランティアバスを運行。高齢者の通院・買い
物などの交通手段として大きな役割を果たしています。

エプロンおばさん　代表者：前
ま え た

田妙
た え こ

子さん（国府町成器）
　いきいき成器保育園の応援隊として、平成 20 年か
ら給食ボランティア活動を開始。当園の円滑な運営
や成器地区のまちづくりに寄与しています。

おはなし宅急便”キキ”　代表者：楮
かごはら

原敦
あ つ こ

子さん（河原町）
　平成 14 年から河原地域の公民館や小中学校などでお
はなし会を開催するほか、本市のブックスタート事業に
参画し、幅広い年齢層に読書の楽しさを広めています。

覚寺麒麟獅子舞保存会　代表者：青
あ お き

木斉
ひとし

さん（中ノ郷）
　「中ノ郷ふるさとくらぶ」の小学生へ「さいとりさし」な
どの伝統芸能の継承を続け、子ども達の地域に対する誇り
や愛着心を高めると共に伝統文化の振興に貢献しています。
遷喬地区民生児童委員協議会 めだかサークル遷喬

代表者：高
た か ぎ

木寿
としぞう

蔵さん（遷喬）
　平成 10 年から「めだかサークル遷喬」を開設し、子育
て中の保護者に交流や仲間づくり、必要な知識を学べる場
を提供。遷喬地区内外から訪れる親子を支援しています。

問い合わせ先　市役所本庁舎協働推進課  0857-20-3182
鳥取市民活動表彰者が決定しました

東郷地区むつみ会　代表者：山
や ま ね

根博
ひろし

さん（東郷）
　昭和 30 年の結成以来、東郷地区内施設の美化を図
る奉仕作業のほか、子ども達との交流や地域文化の
継承を通し、青少年の健全育成に尽力しています。
鳥取県立中央病院ボランティア
　平成 9 年から病院ボランティア活動による外来患
者の案内・援助、患者向け図書室の図書の整理・貸
出しを行い、病院環境の改善に貢献しています。
鳥取西地域キャラバンメイト連絡会

代表者：山
や ま だ

田節
せ つ こ

子さん（気高、鹿野、青谷）
　認知症に対する理解と支援の輪を広げるため、平成
21 年から啓発や認知症予防のための活動を行い、みん
なが安心して暮らせるまちづくりに貢献しています。

中
な か お

尾艶
つ や こ

子さん（美保）
　美保地区公民館の運営や老人クラブ、まちづくり協議会
の活動を通じて地域づくりに貢献。平成 15 年からは新しい
美保音頭の踊りの振付け、普及・指導にも尽力しています。

にこにこにっこりあいさつ隊　代表者：山
や ま だ

田泰
やすひこ

彦さん
　「あいさつ」や、人と人のふれあいの大切さを市内各
地で普及啓発し、平成 21 年には自作の「心の健康劇」
が鳥取県内の自殺対策教材として活用されています。
明治地区パトロール隊　代表者：中

なかもと

本義
よしまさ

正さん（明治）
　平成 11 年の結成以来、明治地区全体でパトロール
を実施し、地域の安全や青少年の非行防止、不法投
棄の防止に貢献しています。

セットにして姫路の旅をさらに満喫できるようになり
ました。
　お求めはバスターミナルへ。
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徘
徊
高
齢
者
位
置
検
索
シ
ス
テ
ム

利
用
支
援

容
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
行
動
の
あ
る
高

齢
者
の
居
場
所
を
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
際
、
契
約
時
に
必
要
な
初
期
費

用
の
一
部
を
助
成　

対
市
内
に
居
住
す

る
徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
家
族　

額
上
限
1
万
円

問
市
役
所
駅
南
庁
舎
高
齢
社
会
課

 

０
８
５
７-

20-

３
４
５
３

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課（

 

14
ペ
ー
ジ
）

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

家
族
介
護
者
の
集
い

　
　
　
　

「
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
」

時
10
月
20
日
（
水
）
10:

00
〜
15:

00　

集
合
時
間 

9:

50　

所
集
合
場
所
：
さ

ざ
ん
か
会
館
玄
関
前
（
富
安
二
丁
目
１

０
４-

２
）
対
家
族
介
護
者
ま
た
は
介

護
に
関
心
の
あ
る
人　

容
日
帰
り
研

修
（
若
桜
町
「
つ
く
し
ん
ぼ
」
で
ウ
イ

ン
ナ
ー
作
り
な
ど
）　

料
２
０
０
０
円

（
昼
食
代
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
作
り
費
用
）　

募
10
月
15
日
（
金
）
ま
で

問
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
事
務
局
（
市
役
所
駅

南
庁
舎
鳥
取
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

 

０
８
５
７-

20-

３
４
５
６

生
活
管
理
指
導
員
の
派
遣

対
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
を
除
く
、

要
介
護
状
態
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
虚

弱
な
高
齢
者
で
、
家
事
な
ど
の
基
本
的

生
活
習
慣
が
十
分
で
な
い
人　

容
家

庭
訪
問
に
よ
る
家
事
援
助
・
指
導
（
週

１
時
間
30
分
ま
で
）
料
１
９
４
円
／
30
分

問
市
役
所
駅
南
庁
舎
高
齢
社
会
課

 

０
８
５
７-

20-

３
４
５
３

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（

 

14
ペ
ー
ジ
）

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

精
神
保
健
講
演
会

時
10
月
27
日（
水
）13:

30
〜
15:

30

所
さ
わ
や
か
会
館
３
階 

多
目
的
室(

駅

南
庁
舎
駐
車
場
利
用
可)

料
無
料
容
講

師
：
鳥
取
医
療
セ
ン
タ
ー 

高た
か
た田
耕こ

う
き
ち吉
先
生

問
市
役
所
駅
南
庁
舎
生
活
福
祉
課

 

０
８
５
７-

20-
３
４
７
４

薬
と
健
康
の
週
間
イ
ベ
ン
ト

時
10
月
17
日（
日
）10:

00
〜
16:
00

所
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
（
尚
徳
町

１
０
１-

５
）
料
無
料
容
薬
物
乱
用
防

止
講
演
会「
学
校
に
お
け
る
薬
物
乱
用

防
止
教
室
に
つ
い
て
」　

講
師
：
鳥
取

県
警
察
本
部
少
年
課
少
年
警
察
補
導
員

（
10:

30
〜
11:

30
、2
階
小
ホ
ー
ル
）／
特

別
講
演
会
「
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
っ

て
何
？
」　

講
師
：
大
塚
製
薬
ス
ポ
ー

ツ
フ
ァ
ー
マ
シ
ス
ト
推
進
委
員 

前ま
え
だ田
学ま

な
ぶ

先
生（
13:

30
〜
15:

00
、2
階
小
ホ
ー
ル
）

／
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
：
ア
ロ
マ
グ
ッ
ズ
作

り
／
体
験
コ
ー
ナ
ー
：
調
剤
体
験
／
化

学
実
験
コ
ー
ナ
ー
／
測
定
コ
ー
ナ
ー
：

血
圧
測
定
、体
脂
肪
測
定
、ス
モ
ー
カ
ー

ラ
イ
ザ
ー・肺
年
齢
／
相
談
コ
ー
ナ
ー
：

禁
煙
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
、一
般
用
医

薬
品
、サ
プ
リ
な
ど
／
ミ
ニ
薬
草
教
室

問
鳥
取
県
薬
剤
師
会
東
部
支
部
事
務
局

 

０
８
５
７-

21-

５
４
２
１

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

　

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

時
10
月
20
日
（
水
）
〜
11
月
3
日
（
水
・

祝
）　

所
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
西
町
二
丁
目　

福
祉
文
化
会
館
内
）

容
平
成
22
年
9
月
1
日
現
在
で
調
製

し
た
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧　

※
こ
の
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
な
い
と
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
委
員
選
挙
の
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。

登
録
漏
れ
や
誤
り
が
あ
れ
ば
、
こ
の
期

間
中
に
異
議
の
申
出
が
で
き
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

 

０
８
５
７-

20-

３
３
８
６

防
災
資
器
材
の
整
備

容
中
ノ
郷
自
主
防
災
会
の
防
災
資
器

材
の
整
備
▽
整
備
内
容
：
災
害
時
用
車

椅
子
2
台
、
発
電
機
1
台
、
救
助
用
資

器
材
一
式
な
ど　

※
こ
れ
は
、
自
治
宝

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
と
し
て
宝
く
じ
の

助
成
金
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

問
市
役
所
本
庁
舎
危
機
管
理
課 

 

０
８
５
７-

20-

３
１
２
７

秋
の
鳥
取
地
域
一
斉
清
掃

時
10
月
17
日
（
日
）　

※
ご
み
は
翌
18

日
か
ら
22
日
の
間
に
収
集
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

●
ご
み
は
町
内
会
で
決
め
ら
れ
た
一
斉
清

　掃
用
の
集
積
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
び
ん
・
缶
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

　

分
別
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
ご
み
や
家
電
製
品
、
大
型
ご
み
、

　

タ
イ
ヤ
な
ど
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

お知らせ

福　祉

情報ひろば Inform
ation
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※
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

問
鳥
取
市
市
民
運
動
推
進
協
議
会
（
市

役
所
本
庁
舎
協
働
推
進
課
内
）

 

０
８
５
７-

20-

３
１
８
２

糖
尿
病
料
理
講
習
会

時
11
月
16
日
（
火
）
９:

30
〜
13:

00 

所
さ
ざ
ん
か
会
館
３
階　

員
20
人　

料
５
０
０
円
（
材
料
費
） 

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

問
市
立
病
院
栄
養
管
理
室

 

０
８
５
７-

53-
７
３
２
６

歩
こ
う
会
10
月
例
会

時
10
月
10
日
（
日
）
８:

00
〜
16:
00

容
鳥
取
市
役
所
《
バ
ス
ツ
ア
ー
〜
雲

山
・
郡
家
・
若
桜
・
氷
太
く
ん
》（
歩

行
距
離
2
・
0
㌖
）　

料
3
0
0
0

円
（
交
通
費
）
※
会
員
優
先

※
弁
当
や
水
筒
、雨
具
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問
歩
こ
う
会
事
務
局 

 

０
８
５
７-

23-

７
９
３
０

重
要
文
化
財
「
旧
美
歎
水
源
地

水
道
施
設
」
特
別
公
開

時
10
月
23
日
（
土
）
10:

00
〜
16:

00

※
小
雨
決
行
（
荒
天
中
止
）

　所
旧
美

歎
水
源
地
水
道
施
設
（
国
府
町
美
歎
）

容
施
設
ガ
イ
ド
、
美
歎
特
産
品
販
売
な
ど

※
未
整
備
の
た
め
、
足
元
の
悪
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
歩
き
や
す
い
格
好
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
現
地
ま
で
の
交
通
手
段
】

◆
現
地
に
直
接
来
場
の
場
合

自
家
用
車
（
駐
車
場
有
）、
路
線
バ
ス

（
JR
鳥
取
駅
前
か
ら
中
河
原
行
・
雨
滝

行
で
「
因
幡
万
葉
歴
史
館
入
り
口
」
で

下
車
後
徒
歩
30
分
）

◆
無
料
送
迎
バ
ス
を
利
用
の
場
合

行
き
：
JR
鳥
取
駅
南
口
①
10:

30
発　

②
13:

30
発
／
帰
り
：
JR
鳥
取
駅
南
口

①
13:

00
着　

②
16:

00
着

※
バ
ス
利
用
希
望
者
は
、
参
加
者
全
員
の
氏

名
お
よ
び
代
表
者
の
連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、

10
月
5
日
（
火
）
〜
10
月
20
日
（
水
）
ま
で

の
間
に
問
い
合
わ
せ
先
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
①
、②
と
も
に
定
員
26
人
、申
し
込
み
順
）。

問
市
役
所
第
二
庁
舎
文
化
財
課

凡例
対＝対象　容＝内容　時＝日時　募＝募集期間・方法
所＝場所　員＝定員　数＝数量　額＝支給・助成額など
料＝料金　受＝受付　条＝条件　持＝持参するもの
問＝問い合わせ先

（
〒
６
８
０-

８
５
７
１
上
魚
町
３
９
）

 

０
８
５
７-

20-

３
３
５
９

 

０
８
５
７-

20-

３
０
５
０

 kyo-bunka@
city.tottori.lg.jp

環
境
講
演
会

時
10
月
23
日
（
土
）
13:

30
〜
16:

30

所
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
第
1
会
議
室

容
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ご

み
処
理
を
考
え
る　

員
２
０
０
人　

※
座
席
の
都
合
上
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　料
無
料

問
鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合

事
務
局
生
活
環
境
課

 

０
８
５
７-

26-

０
５
３
２

 

０
８
５
７-

29-

２
７
５
９

問い合わせ先　鳥取年金事務所 0857-27-8311
市役所駅南庁舎保険年金課 0857-20-3484

　老齢基礎年金は、20 歳から 60 歳になるまでの 40
年間、保険料を納めなければ、満額の年金を受け取る
ことができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納
付期間が 40 年間に満たない場合は、60 歳から 65 歳
になるまでの間に国民年金に任意加入して、満額の年
金に近づけることができます。なお、老齢基礎年金を
受給するためには、保険料の納付済期間や保険料の免
除期間などが原則として 25 年以上必要となりますが、
この要件を満たしていない場合は、70 歳になるまで
任意加入することができます（ただし、昭和 40 年 4
月 1 日以前生まれの人に限られます）。
※海外に在住する日本国籍の人も国民年金に任意加入
することができます。

インターネットで
年金の加入記録が確認できます！
　年金の加入記録をインターネットでいつでも確認す
ることができます。
　例えば、「厚生年金の加入記録を確認したい」とき
や、「国民年金保険料の納め忘れがないか確認したい」
ときなどにご利用ください。
※ご利用になるにはユーザ ID・パスワードが必要となります。
　お申し込みは日本年金機構ホームページまでお願いします。

　ホームページ http://www.nenkin.go.jp/

ご存知ですか？
国民年金の任意加入制度

問い合わせ先　市役所駅南庁舎保険年金課
 0857-20-3483

　国保（国民健康保険）に加入している
人が、交通事故など、第三者（加害者）
から被害を受けて医療機関にかかった場
合でも、国保を使って治療を受けることができます。
ただし、医療費は加害者が全額負担するのが原則です
ので、一時的に国保が医療費を立て替え、あとで加害
者に請求します。この場合には必ず、「第三者行為に
よる被害届」を提出してください。

【届け出に必要なもの】

▽国民健康保険証　 ▽印鑑　 ▽交通事故証明書

と　き　10 月 17 日（日）9:00 〜 16:00
ところ　市役所駅南庁舎 1 階保険年金課
内　容　国民健康保険料の収納、国民健康保険料の納付相談

交通事故にあったら

国保料納付・納付相談休日窓口

毎月 22 日は「にこにこデー」です
あいさつで あったか ふれあい まちづくり

　10 月の活動は、21 日にいなば幼稚園、
23日に賀露みどり保育園で行います。
※あいさつ運動や心の健康劇などの実
施については下記問い合わせ先までご連絡ください。

問い合わせ先　中央保健センター  0857-20-3194

ニコニコにっこりあいさつマーク
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第
20
回
と
っ
と
り
自
然
の
め
ぐ
み

感
謝
祭

時
10
月
30
日
（
土
）
10:

00
〜
15:

00
、

31
日
（
日
）
９:

30
〜
14:

30 

所
J
A

鳥
取
い
な
ば
本
店
駐
車
場
（
湖
山
町
東

五
丁
目
）　

容
イ
モ
コ
ン
鍋　

※
有
料

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
物
産
品
販
売
、

伝
統
芸
能
発

表
、
お
楽
し

み
抽
選
会

（
農
産
物
詰

め
合
わ
せ
な

ど
）。
来
場

者
参
加
ジ
ャ

ン
ボ
巻
き
寿

司
づ
く
り　

※
参
加
無
料

問
ト
ッ
ト
リ
・
ア
フ
ト
ピ
ア
協
会
（
市

役
所
第
二
庁
舎
農
業
振
興
課
内
）

 

０
８
５
７-

20-

３
２
３
７

第
42
回
花
と
緑
の
フ
ェ
ア

時

10
月
15
日
（
金
）
13:

00
〜

17:

00
、
16
日
（
土
）
９:

00
〜
17:

00 

、
17
日
（
日
）
９:

00
〜
16:

00
所
湖

山
池
公
園
休
養
ゾ
ー
ン
（
金
沢
地
区
レ

ー
ク
大
樹
横
）
容
16
・
17
日
13:

00
〜

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
無
料
配
布

（
両
日
と
も
先
着
５
０
０
人
）　

問
花
と
緑
の
フ
ェ
ア
東
部
地
区
実
行

委
員
会

 

０
８
５
７-

24-

０
４
７
６

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
な
ど

業
務
委
託
事
業
者

容
第
一
、
河
原
、
佐
治
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
調
理
業
務
の
委
託
。
期
間:

平

成
23
年
〜
27
年
度
の
5
年
間

　募
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
企
画
提
案
）
方
式

に
よ
り
募
集
・
選
定　

※
詳
し
く
は
、

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
役
所
第
二
庁
舎
体
育
課

 

０
８
５
７-

20-

３
３
７
２

次
世
代
育
成
優
秀
企
業

容
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
子
育
て
支
援

に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
を
認
定

対
活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、
主
に

市
内
で
事
業
活
動
を
行
う
企
業
で
、
子

育
て
支
援
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
る
企
業

募
11
月
1
日
（
月
）
ま
で
に
、
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
明
記
の
う
え
、持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
問
い
合
わ
せ

先
へ
※
応
募
用
紙
は
、
市
役
所
駅
南
庁

舎
児
童
家
庭
課
・
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
に
設
置
の
ほ
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
書
類
の
内
容
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

を
も
と
に
、
選
考
委
員
会
が
認
定
企
業

を
選
定
し
ま
す
。

【
認
定
委
員
会
委
員
募
集
】

容
次
世
代
育
成
優
秀
企
業
認
定
事
業
の

認
可
の
可
・
否
に
関
す
る
審
査
▽
任
期
：

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
23
年
3
月
31
日
ま

で
▽
会
議
の
開
催
：
1
回
程
度
／
年

員
１
人
（
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
5
人
以
内
の
委
員
の
内
１
人
を

公
募
）
額
報
酬
：
５
０
０
０
円
（
出

席
１
回
に
つ
き
）

募
11
月
1
日
（
月
）
ま
で
に
、
応
募
の

理
由
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
、住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
職
業
・
電
話
番
号

を
明
記
し
て
、
郵
便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

で
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
、
応
募
者

全
員
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

問
市
役
所
駅
南
庁
舎
児
童
家
庭
課

 

０
８
５
７-

20-

３
４
６
１

社
会
保
険
業
務
補
助
講
習
お
よ

び
造
園
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習

社
会
保
険
業
務
補
助
講
習

と

　き
10
／
20
（
水
）
〜
10
／
29
（
金
）

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
8
日
間

と
こ
ろ
さ
ざ
ん
か
会
館

対

　象
原
則
と
し
て
60
歳
代
前
半
層
の

就
職
・
就
業
を
希
望
さ
れ
る
人

募

　集
9
／
13
（
月
）
〜
10
／
6
（
水
）

定

　員
20
人

受
講
料
無
料

造
園
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習

と

　き
11
／
8
（
月
）
〜
11
／
18
（
木
）

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
9
日
間

と
こ
ろ
市
内
小
中
学
校
（
予
定
）

対

　象
原
則
と
し
て
60
歳
代
前
半
層
の

就
職
・
就
業
を
希
望
さ
れ
る
人

募

　集
10
／
4
（
月
）
〜
10
／
27
（
水
）

定

　員
30
人

受
講
料
無
料

問
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

 

０
８
５
９-

37-

２
５
３
１

い
き
い
き
女
性
塾
〜
女
性
の
力

は
無
限
大
！
磨
こ
う
自
分
力
〜

第
1
回

と

　き
11
／
10
（
水
）
10:

00
〜
11:

30

と
こ
ろ
福
祉
文
化
会
館
4
階 

第
1
会
議
室

内

　容
心
と
体
が
元
気
に
な
る
気
功
教
室

講
師
：
山や

ま
ね根
伴と

も
み美
さ
ん

（
中
国
政
府
認
定
気
功
指
導
員
）

第
2
回

と

　き
11
／
16
（
火
）
10:

00
〜
12:

00

と
こ
ろ
福
祉
文
化
会
館
3
階

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

研
修
室
1

内

　容
上
手
な
家
計
の
や
り
く
り
術
と
裏
ワ
ザ

講
師
：
稲い

な
む
ら村
優ゆ

き

こ
貴
子
さ
ん

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
し

て
い
る
女
性　

料
無
料　

持
第
1

回
：
水
分
補
給
用
飲
物
、バ
ス
タ
オ
ル
、

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、

運
動
し
や
す
い
服
装　

員
各
30
人　

※
2
回
連
続
申
し
込
み
者
優
先
・
先
着
順

Inform
ation

お知らせ

募　集

イモコン鍋の様子
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※
託
児
可
（
申
し
込
み
時
に
予
約
が
必
要
。
満

1
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
幼
児
対
象
）

問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
輝き

な
ん
せ
鳥
取
」

 

０
８
５
７-

24-

２
７
０
４

 

０
８
５
７-

20-

３
０
５
4

鳥
取
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・ 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
講
座

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

と

　き
10
／
5
（
火
）
19:

00
〜
20:

15

10
／
23
（
土
）
14:

00
〜
15:

15

10
／
29
（
金
）
10:

30
〜
11:

45

内

　容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本
的
知
識
、
募
集

情
報
紹
介
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
な
ど

　助
成
金
ア
ド
バ
イ
ス
講
座

と

　き
10
／
21
（
木
）
19:

00
〜
20:
15

10
／
25
（
月
）
10:

30
〜
11:
45

内

　容
助
成
金
情
報
の
紹
介
な
ど

　N
P
O
法
人
設
立
ア
ド
バ
イ
ス
講
座

と

　き
10
／
13
（
水
）
13:

30
〜
15:

00

内

　容
N
P
O
法
人
に
な
る
た
め
の
条

件
、
法
人
設
立
ま
で
の
流
れ
、

法
人
の
管
理
運
営
・
義
務
な
ど

　シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

と

　き
11
／
1
（
月
）
13:

30
〜
15:

30

内

　容
シ
ニ
ア
世
代
対
象
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
入
門
講
座
、
活
動
の
紹
介
な
ど

所
市
民
活
動
拠
点
ア
ク
テ
ィ
ブ
と
っ
と

り
会
議
室
（
富
安
二
丁
目
1
0
4-

2 

さ
ざ
ん
か
会
館
2
階
）、
シ
ニ
ア
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
は
さ
わ
や
か
会
館

3
階
多
目
的
室　

料
無
料　

※
要
事
前

申
し
込
み

　募
希
望
す
る
講
座
の
前
日

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
い
ず
れ
の
講
座
も
鳥
取
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

 

０
８
５
７-

29-

２
２
２
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://tottoricity-syakyo.or.jp/tvc/

テ
ニ
ス
教
室

時
▽
初
級
者
コ
ー
ス
：
11
月
15
日
〜

12
月
27
日
の
毎
週
月
曜
日
（
全
7
回
）

10
：
00
〜
12
：
00　

▽
中
級
者
コ
ー

ス
：
11
月
4
日
〜
12
月
16
日
の
毎
週
木

曜
日
（
全
7
回
）　

10
：
00
〜
12
：
00

所
鳥
取
市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

（
三
津
1
0
7
2
）　

料
各
2
5
0
0

円
（
保
険
料
・
税
込
み
）
員
各
20
人

※
10
月
1
日
よ
り
受
付
開
始
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。 

※
ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
鳥
取
市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

 

０
８
５
７-

28-

5
2
5
9

中
国
語
入
門
講
座

時
11
月
6
日
（
土
）
〜
12
月
5
日
（
日
）

の
毎
週
土
・
日
曜
日
（
全
10
回
）

10:

00
〜
12:

00 

所
国
際
交
流
プ
ラ

ザ
（
湖
山
町
西
一
丁
目
） 

容
▽
講
師
：

胡フ
ー 

天テ
ィ
ア
ン
イ
ン
音
さ
ん
（
鳥
取
市
国
際
交
流
員
）

員
20
人　

料
無
料 

※
教
材
費
は
自
己
負
担

問
鳥
取
市
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

 

０
８
５
７-

31-

３
２
５
３

鳥取市雇用創造協議会
市内事業主対象【10 月開催講座】

日時 講座内容 会場 定員

10 ／ 21（木）
9:30 ～ 16:30

インターネット活用に
よる販路拡大セミナー

とりぎん文化会館
会議室 20 人

市内在住求職者対象【10・11 月開催講座】
日時 講座内容 会場 定員

10 ／ 26（火）・27（水）
13:00 ～ 17:00

デザイン力養成講座 ㈱ナレッジサポート
IT 研修室 20 人

11 ／ 17（水）・18
日（木）
9:30 ～ 16:30

インターネット時代
のマーケティング基
礎研修

とりぎん文化会館
会議室 20 人

11 ／ 20（土）・21（日）
9:30 ～ 16:30

創業・起業者育成講座 鳥取県立図書館
小研修室 20 人

受 講 料　無料
申し込み　各講座の初回開催日の 1 週間前までに、電話・

ファクシミリ・電子メールのいずれかで問い合わせ先へ
※ホームページ http://www.tottori-koyou.com

問い合わせ先　鳥取市雇用創造協議会（市役所第二庁
舎雇用創造推進室）  0857-20-3214　  0857-20-
3046　 tottori-koyou@city.tottori.tottori.jp

問い合わせ先　市役所駅南庁舎市民税課
　　　　　　　  0857-20-3411

入湯税（環境施設などの整備の目的税）

　入湯税は鉱泉浴場（温泉など）を利用する入湯客に課税
され、入湯客から受け取った税金は、鉱泉浴場の経営者が
市に納めます。税額は 1 人 150 円です。ただし、満 12 歳
未満の人、一般公衆浴場の入湯客などへの課税は免除され
ます。納められた税金は、次の費用にあてられます。

　●清掃工場、下水処理場などの観光衛生施設の整備
　●鉱泉源の保護管理施設の整備
　●消防施設、その他消防活動に必要な施設の整備
　●観光施設の整備

問い合わせ先　市役所駅南庁舎固定資産税課
  0857-20-3424

固定資産税の課税対象になる家屋とは

　買ってきた物置や自分で建てたものでも、下記の要件
をすべて満たすものは固定資産税の課税対象になります。
ご不明な点は問い合わせ先までおたずねください。 

① 基礎などで土地に固定されていること。 
② 屋根および周りを囲む壁またはこれに類するものを有
していること。 
③ 独立して風雨をしのげて外界から遮断することができ
る、一定の空間を有する建物であること。 
④ 居住、作業、貯蔵などに使用できる状態にあること。
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Inform
ation

らっきょう料理レシピを募集します

来て、見て、感動！
鹿野わったいな祭

　本市の特産品である「らっきょう」の食としての魅力を広
く知っていただくため、美味しい食べ方のレシピを募集します。
●●募集料理●●　“らっきょう”を主食材とします。

応募方法　市役所本庁舎総合案内、駅南庁舎総合案内、
各総合支所産業建設課に備え付けの応募用紙に料理のレ
シピ、写真を添付し、郵送または持参で応募してください。
応募期間　10 月 20 日（水）まで

　応募作品は書類（レシピ・写真）で一次審査を行い
作品を選考します。
　選考後、優秀作品については11月3日（水）開催の「鳥
取砂丘らっきょうの花フェア」で試食を含めた二次審
査を行います。一次審査において優秀作品に選考され
た方については別途連絡いたします。
　二次審査は、試食用に 5 食分料理を用意いただき、
午前 11 時に会場へ持参してください。
　なお、二次審査にかかる試食用食材費として１人
5000 円を支給します。

【優秀作品】　最優秀賞：１点（賞状、副賞 3 万円）
 優秀賞：1 点（賞状、副賞 1 万円）
 佳作：若干数（賞状、副賞：豪華賞品詰め合わせ）

【審査員】　鳥取砂丘魅力アップ協議会の中から数名
※応募者の個人情報はらっきょう料理レシピ募集の目

的以外には使用しません。優秀作品については後日魅

力アップ協議会主催のイベントにおいて料理実演会な

どを行います。

応募・問い合わせ先　
鳥取砂丘魅力アップ協議会 0857-37-2611  0857-37-2612

　鹿野城下町地区を会場に、多彩な催しがいっぱい！
と　き　10 月 23 日（土）　10:00 〜 16:00
 24 日（日） 9:00 〜 15:00
河川公園会場　鹿野ええもん市、そば祭、ミニミニ遊
園地、自衛隊、警察、消防車両の展示コーナー、炊
き出しコーナーがあります。各会場を巡るスタンプラ
リーなどの企画イベントも実施。

鹿野街なみ会場　フリーマーケット、ラーメン、コロッケ、
焼きそばなど楽しい出店多数！町屋を利用した藍染め
などの展示や、ミュージカル館、世界の蓮館などもあり
ます。

中央公民館会場　木工、陶芸など各種団体の作品展
示。23 日（土）は、鹿野わったいな芸能祭を開催
します。※展示は 20 日（水）から

こすもす回廊　鹿野町総合支所付近にこすもす回廊で
は、オープンカフェ、手作りブランコが楽しめます。

問い合わせ先　鹿野わったいな祭実行委員会事務局
（鹿野町総合支所地域振興課内）  0857-84-2011

鳥取市観光協会からのお知らせ
【大堤池でうぐい突き行事を見学・体験しよう】
案内人　気高町観光ボランティアガイドの会
と き　10 月 3 日（日）10:00 〜 15:00
集合場所　浜村駅前
定 員　20 人　参加料　1500 円（昼食代含む）
内 容　うぐい突き行事のほか、観光ガイドさんとの名
所めぐりもあり。　コース：うぐい突き行事 ↓布勢の清
水 ↓延命庵（木喰仏） ↓亀井公墓所 ↓睦逢 11 号墳
募集期間　10 月 1 日（金）まで
※汚れても良い服装および着替えをご準備ください。

【鳥取てくてく食べ歩き】
案内人　とっとり観光ガイド友の会
と き　10 月 23 日（土）10:00 〜 12:30
集合・解散場所　パレットとっとり 2 階
定 員　20 人　参加料　1000 円（食べ物代含む）
内 容　鳥取の老舗店、有名店をめぐり、その味をそ
の場で楽しみながら、観光ガイドの説明で街歩きも満
喫できる。　コース：パレットとっとり ↓花見橋 ↓川
端 ↓元魚町 ↓栄町 ↓パレットとっとり
募集期間　10 月 20 日（水）まで
問い合わせ先
鳥取市観光協会  0857-26-0756  0857-29-1000

【の～んびり歩こうや！！】
①和紙の里めぐり
案内人　あおや観光ガイド
と き　10 月 16 日（土）9:30 〜 12:00
集合場所　あおや和紙工房
定 員　20 人　※要予約　参加料　300 円
内 容　和紙についてのお話を聞いた後、和紙の里を
ガイドを聞きながら散策
申し込み・問い合わせ先
鳥取市観光協会  0857-26-0756  0857-29-1000

②紅葉の名所清徳寺とはっとうフルーツ観光園
案内人　観光ガイド八頭
と き　11 月 6 日（土）12:30 〜 16:00
集合場所　きらめきプラザ八頭
定 員　20 人　参加料　1000 円（観光園入園料、保険料含む）
コース　郡家駅 → 安部駅 → 金剛山清徳寺 → はっとうフ
ルーツ観光園 → 道の駅はっとう → オズガーデン → 郡家駅
申し込み・問い合わせ先
八頭町観光協会観光案内所

 0857-72-7006  0857-72-0907

③「三角山とお城山（景石城跡）へ登ろう」
案内人　もちがせ上

か み が た

方往来散歩径
み ち

と き　11 月 14 日（日）10:00 〜 15:00 ※雨天中止

集合場所　用瀬町総合支所 駐車場
定 員　10 人　※申し込み期限 11 月 11 日

参加料　200 円（参加者年齢小学校 5 年生以上）
※昼食・飲物などは各自ご持参ください。

申し込み・問い合わせ先
鳥取市観光協会  0857-26-0756  0857-29-1000
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file007  展示会商法にご注意ください
【事例】安価な日用品の販売をチラシで知り、日用品
の購入目当てに特設会場へ出かけたところ販売員に取
り囲まれて、熱心な説明を受けた。商品の説明を受け
るうちにその気になり、高価な羽毛布団を購入した。
家に帰って冷静に考えると必要のないものだと思う。
解約したい。

【アドバイス】普段は店舗ではない特設会場での契約
でも 8 日間無条件で契約が解除できるクーリング・オ
フの対象にならないことがあります。契約をするとき
には、解約の条件などをよく確認することが大切です。
解約できるかについての相談は、お早めに消費生活相
談窓口までお願いします。
　無料や安さにつられて安易に会場に出かけないこと
が最も有効な予防法です。

消費にまつわる

不安解消！

問い合わせ先
市役所駅南庁舎

市民総合相談センター
  0857-20-3863

市民のみなさんの自主的
な活動をご紹介します。

※12月号に掲載を希望される人は、必要事項を記入し、10月20日
（金）までに、ハガキ、ファクシミリ（  0857-20-3056）または電子
メール（  shihou@city.tottori.lg.jp)で秘書課広報室まで。

アディクションフォーラムin鳥取
時：10月24日（日）13:00〜17:00／所：とりぎん文化会
館／容： ▽仲間・家族の体験談 ▽フルート演奏＆ゴスペ
ル（鳥取ダルクの仲間たち） ▽シンポジウム「私にとっ
て、依存症とは」 講師：山

や ま し た

下陽
よ う ぞ う

三さん、安
あ べ

倍隆
た か あ き

明さん、林
はやし

隆
た か お

雄さん、岩
い わ い

井喜
き よ し ろ う

代仁さん／連：鳥取ダルク 0857-
72-1151、立脇 090-7509-8170（17:00〜）

本屋さんの駐車場でアコースティックライブ
時：10月3日（日）11:00〜／所：コスモ岩吉店駐車場／
容：心を癒す詩の朗読と、地元アーティスト達によるLIVE
の競演！ ※小雨決行、入場無料／連：ブックセンターコ
スモ岩吉店 0857-28-4560 0857-28-6717

第9回「はな・はな鳥取回廊」開催のお知らせ
時： ▽商店街のお店の「ショーウィンドウ展示」：10月
23日（土）〜11月5日（金） ▽パレットとっとり「作品展
示」、「体験教室」：10月23日（土）・24日（日）／連：まち
づくりレディース鳥取 池本 0857-27-5654

第21回「楽市楽座」開催のお知らせ
時：10月16日（土）、17日（日）／所：樗

おうちだに

谿神社境内
※当日は交通規制がされますので、車は入れません。 
※出店・イベント参加者、募集してます。
連：楽市実行委員会 0857-26-2615（権現茶屋：寺垣）

鳥取演劇集団第48回定期公演「明日はいずこへ」
時：10月16日（土）19:00〜、17日（日）14:00〜／所：
文化ホール／容：高齢化社会の断面を切り取って、
行き場所のない年寄りの哀歓を、時にはおかしく、時
には切なく、鳥取弁で綴ります。／料：500円／連：鳥
取演劇集団 本城 090-5705-8193

リファーレンいなば

内容 日時 定員 費用
ふろしきの包み方 8日（金）10:00〜12:00 20 人 無料
余り布でマイはし入れ 13日（水）10:00〜12:00 10 人 無料
余り布でマイバッグ作り 15日（金）10:00〜15:00 10 人 無料

裂き織り 16日（土）、19日（火）
10:00〜15:00 4 人 実費

紙パックの正座用イス 20日（水）10:00〜15:00 20 人 無料
健康布ぞうり 21日（木）10:00〜15:00 10 人 100 円
※詳しくは電話でお問い合わせください。上記以外の体験講

座や外部出張も行います。お気軽にご相談ください。

リサイクルファクトリー10月スケジュール

申し込み・問い合わせ先
リファーレンいなば（伏野 2220）  0857-59-6026
（月曜日休館　※ただし月曜日が祝日の場合は翌日。）

と　き　11 月 7 日（日）10:00 〜 15:00 ※雨天決行

★リサイクルマーケット募集！！★
受付期間　10 月 19 日（火）〜 27 日（水）※ 25 日（月）は休館日

リファーレンいなば
 エコフェスタ in2010

下水道供用区域が広がりました
問い合わせ先　市役所環境下水道部庁舎下水道経営課  0857-20-3304

新たに使用できる区域（いずれも一部）
公共下水道
・岩吉 ・面影二丁目 ・湖山町北二丁目 ・桜谷 ・湖山町南三丁目
・浜坂 ・浜坂三丁目 ・東今在家 ・南吉方二丁目 ・安長・布勢・宮長
工事は指定工事店で
　下水道が整備された場合は、すみやかに下水道に接
続する排水設備工事を行いましょう（浄化槽などの切
り替えはおおむね 1 年以内、くみ取り便所の水洗化は
3 年以内）。工事は必ず本市が指定する排水設備指定工
事店に申し込んでください。無利子の改造資金融資制
度もありますのでご利用ください。また、排水設備工
事完成後に排水管がつまって下水が流れない場合は施
行した工事店か清掃業者に清掃を申し込んでください。
ご注意ください！
　市役所の職員を装ったり市役所から依頼されたなど
と偽り、下水排水管の点検・清掃・消毒などの業務を
契約させ、高額な費用を請求するといった被害が発生
しています。
　市役所ではみなさんの敷地内にある排水管につい
て、このような業務を行ったり業者に依頼したりする
ことはありません。

を応援しよう！

　「強小」「闘志」をスローガンに、J リーグ昇格に向
けて 2010 年を戦うガイナーレ鳥取を、スタジアムで
一緒に応援しましょう！　※とりぎんバードスタジア
ムで行われる試合を紹介します。

とき 対戦相手
10 月 3 日（日）13:00 〜 アルテ高崎

問い合わせ先　市役所第 2 庁舎体育課
　　　　　　　  0857-20-3371

ガイナーレ鳥取

お知ら
せ
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市民総合相談　　　  予約は  0857-20-3158 まで
■法律相談【電話予約制】
内　容： 法律全般（弁護士応対）
と　き： 11/15（月）・30（火）13:00 〜 16:00（定員各 5 人ずつ）
ところ： 11/15 ＝市役所本庁舎、11/30 ＝市役所駅南庁舎
予　約： 11/8（月）8:30 〜（先着順、定員になり次第終了）
■公正証書作成、定款・私署証書の認証など相談【電話予約制】
内　容： 遺言や任意後見、不動産賃貸借、金銭貸借、離婚にとも

なう養育費・慰謝料の支払等契約などの公正証書作成
および私署証書の認証などに関すること（公証人応対）

と　き： 11/24（水）13:00 〜 16:00（定員 5 人）
ところ： 市役所本庁舎
予　約： 11/19（金）17:15 まで（先着順、定員になり次第終了）
■年金制度・労働・社会保険に関する相談【電話予約制】
内　容： 採用から退職までの労働および社会保険、老後の年金を

含む生活設計などに関すること（社会保険労務士応対）
と　き： 11/10（水）13:00 〜 16:00（定員 5 人）
ところ： 市役所駅南庁舎
予　約： 11/2（火）17:15 まで（先着順、定員になり次第終了）
■土地境界に関する相談【電話予約制】
内　容： 土地境界などに関すること（土地家屋調査士応対）
と　き： 11/18（木）13:00 〜 16:00（定員 3 人）
ところ： 市役所駅南庁舎
予　約： 11/11（木）17:15 まで（先着順、定員になり次第終了）
■土地・建物の価格や賃料に関する相談会（無料）
内　容： 不動産鑑定士による相談会です。 ※当日受付、先着順

と　き： 10/8（金）13:00 〜 16:00
ところ： 市役所駅南庁舎
問い合わせ先 市役所市民総合相談課  0857-20-3158
■市民総合相談センター（市役所駅南庁舎 1 階）【予約不要】
《消費生活相談窓口》
内　容： しつこい勧誘、訪問販売、商品の欠陥など、消費生

活に関すること（専門相談員応対）
と　き： 平日 8:30 〜 17:00（面談・電話相談）  0857-20-3863

《くらし 110 番相談窓口》
内　容： 日常生活の中での疑問、困りごとなど（専門相談員応対）
と　き： 平日 8:30 〜 17:15（面談・電話相談）  0857-20-4894

平日 17:15 〜 22:00（電話相談）  090-8715-9280
土日祝日 8:30 〜 22:00（電話相談）  090-8715-9280

※本庁舎でも毎週月・金曜日（13:00 〜 17:00）に面談相談を行います。

問い合わせ先 市役所市民総合相談課  0857-20-3158
※左記相談以外にも、市役所各担当課で、人権、福祉、税、

健康などの各種相談業務を随時行っています。お気軽にご
相談ください。

女性なんでも相談
内　容： 一般（人権・教育・健康など）、法律（弁護士応対）
と　き： 一般＝ 11/13（土）13:00 〜 15:00

法律＝ 11/5（金）13:00 〜 16:00 
11/15（月）9:00 〜 12:00
11/25（木）9:00 〜 12:00

ところ： 男女共同参画センター（西町二丁目）
予　約： 10/20（水）8:30 〜　※電話などにて先着順

問い合わせ先 男女共同参画センター  0857-24-2704
行政相談
内　容： 国の仕事や手続き、サービスなど（行政相談委員応対）
と　き： 11/4（木）・10（水）・29（月）13:30 〜 16:00、

11/16（火）13:00 〜 15:00
ところ： 11/4 ＝市役所駅南庁舎、11/10 ＝輝

き

なんせ鳥取、
11/16 ＝さざんか会館、11/29 ＝トスク本店インフォ
メーションルーム

問い合わせ先 鳥取行政評価事務所  0857-24-5542
※鳥取行政評価事務所においても平日（8:30 〜 17:15）は毎日相談に応じています。

緑の相談
内　容： 植物に関する疑問、管理・育成など
と　き： 11/25（木）13:30 〜 16:00
ところ： 市役所駅南庁舎 1 階入口ホール（新日本海新聞社側）
問い合わせ先 県造園建設業協会東部支部  0857-24-5221
特設人権相談
内　容： 人権問題全般（人権擁護委員応対）
と　き： 11/20（土）13:00 〜 16:00
ところ： さざんか会館
問い合わせ先 鳥取地方法務局人権擁護課  0857-22-2289
※法務局においても平日（8:30 〜 17:15）は毎日相談に応じています。

11 月無料相談 ※ 10 月分の無料相談は市報 9 月号を参照ください。
　「市民総合相談窓口」では、市民のみなさんが、本庁舎、駅南庁舎、各総合支所のどこにおいで
になられても迅速に相談をお受けできるよう、施設間にテレビ電話などを配置し、担当職員と直
接お話いただけるようにしています。そのほか、市役所各課から取り寄せた資料などをその場で
お渡しするなど、サービスの充実に努めています。

と　き：10 月 9 日（土）10:30 〜 15:00　※当日受付、先着順
ところ：県立図書館 2 階 ミニ研修室
内　容：相続・遺言、交通事故、帰化・永住許可などの手続きなど

■行政書士電話相談（相談電話番号：  0857-26-1532）
と　き：10 月 1 日（金）10:00 〜 15:00  
問い合わせ先　鳥取県行政書士会事務局  0857-24-2744

行政書士無料相談

と　き：10 月 13 日（水）13:00 〜 16:00
ところ：市役所駅南庁舎1階入り口ホール（新日本海新聞社側）
内　容：不動産取引に関する一般相談やトラブルなど（民法、
借地借家関係、宅建業法、登記、物件に関する相談、鳥取地方本部）
問い合わせ先　社団法人鳥取県宅地建物取引業協会東部支部
　　　　　　社団法人全国宅地建物取引業保証協会
　　　　　　  0857-27-1844

不動産こまりごと相談
　保健師による無料相談会です。 ※要予約
対　象：慢性じん不全により人工透析を受けている人、
難病患者やその家族
と　き：10 月 22 日（金）14:00 〜 16:00（毎月第 4 金曜日）
ところ：市役所駅南庁舎
内　容：日常生活・療養上の悩みや不安などの解決のお手伝い
予　約：10 月19 日（火）17:15 までに電話で問い合わせ先まで
問い合わせ先  市役所駅南庁舎生活福祉課  0857-20-3475

じん臓疾患・難病患者相談会

　弁護士などの専門家による無料相談会です。
と　き　10 月 28 日（木）13:00 〜 16:00
ところ　県庁議会棟 3 階　第 13 会議室（東町一丁目）
※事前に下記問い合わせ先にお申し込みください。

問い合わせ先
県消費生活センター（県庁第2庁舎2階　東部消費生活相談室）

 0857-26-7605 0857-26-8144

多重債務・ヤミ金融など相談会
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と　き：10 月 16 日（土）10:00 〜 16:00  
ところ：県立図書館 2 階 図書館学資料室
内　容：司法書士業務全般の相談会
問い合わせ先　鳥取県司法書士会  0857-24-7013  0857-24-6081

司法書士無料相談ウィーク

　行政相談は、国の行政全般について苦情や意見・要望
を受け付け、その解決や実現の促進を図り、制度や運営
の改善に反映しようとする制度です。
と　き：10 月 19 日（火）13:00 〜 16:00
ところ：とりぎん文化会館 2 階第 2 会議室
相談対応：行政評価事務所、デジサポ鳥取、法務局、労働局、
鳥取年金事務所、鳥取県、鳥取市、社会福祉協議会、行政相談
委員、人権擁護委員、弁護士、司法書士　※当日受付、先着順

問い合わせ先　鳥取行政評価事務所行政相談課  0857-24-5542

行政相談週間（10/18 〜 10/24）

図書館だより
■中央図書館  0857-27-5182 開館時間 9:00 〜 19:00
　　　　　　　　　　　　　　　（土・日曜は 17:00 まで）
■気高図書館  0857-37-6036 開館時間 10:00 〜 18:00
■用瀬図書館  0858-87-2702 開館時間 10:00 〜 18:00
※休館日は、毎週火曜日、毎月最終の木曜日、祝日の

翌日（気高、用瀬図書館のみ）

鳥取大学・とっとり駅南教室 ☆講話とおしゃべり

と　き 講師と演題
第 55 回

10 月 2 日
（土）

「認知症の正しい理解と効果的な予防」
講師：浦

うらかみ

上克
か つ や

哉さん（鳥取大学医学部教授）

時　間　13:30 〜 15:00
ところ　中央図書館　多目的ホール
参加費　無料　※定員 40 人程度、申し込み不要

わらべうた講座

と　き　10 月 15 日（金）10:00 〜 11:30
ところ　中央図書館　多目的ホール　
講　師　わらべうたの会「ゆなの木」
定　員　50 人　※要申し込み、定員になり次第締め切ります。

本のリサイクル市　本のリサイクルにご協力を

と　き　10 月 30 日（土）
 31 日（日）
　　　　10:00 〜 16:00
※当日9:00から入場券を配布します。

ところ　中央図書館 多目的ホール
内　容　図書館やご家庭で不要になった本を無料でさしあげます。
◆持ち込み受付◆
　10 月 23 日（土）〜 10 月 30 日（土）の開館時間内
　ご家庭で不要となった本や雑誌を提供いただける人
は、中央図書館までお持ちください。
※ 26 日（火）、28 日（木）は休館日ですので、受付できません。

TOTTORI UNIVERSITY OF ENVIRONMENTAL STUDIES

鳥取環境大学情報
http://www.kankyo-u.ac.jp

とっとり県民カレッジ連携講座公開講座
テーマ　シリーズⅢ 「地球をまもる、生

い の ち

命をまもる」
　　　　「地球温暖化と私たちの生活」
　　　　講師：衣

きぬがわ

川益
ますひろ

弘さん（環境政策経営学科 教授）
と　き　10 月 2 日（土）10:30 〜 12:00
ところ　県立図書館 2 階　大研修室　※参加無料
申し込み　講座の前日までに、電話・ファクシミリ・
電子メールのいずれかで問い合わせ先へ

第10回学園祭　2010環謝祭
〜『かんしゃ〜いままでありがとう、これからもよろしく』〜
と　き　10 月 23 日（土）、24 日（日）
内　容　模擬店、フリーマーケット、仮装コンテスト、
バンド選手権、エコビンゴなど
交　通　鳥取駅（南口）より無料シャトルバス運行
問い合わせ先  
キャリア支援課 0857-38-6712 0857-38-6729
環謝祭実行委員会  gakusai@kankyo-u.ac.jp

問い合わせ先　企画広報課  0857-38-6704
0857-38-6709  kikaku@kankyo-u.ac.jp

第7回全国高校生環境論文TUESカップ
論文発表会・映画上映会

と　き　10 月 10 日（日）13:00 〜 16:00
ところ　鳥取環境大学　大講義室
内　容　Ⅰ部　入賞論文発表会および表彰会
 Ⅱ部　映画「Oceans（オーシャンズ）」上映会
※参加無料、先着順（定員 500 人になり次第締め切り）

　平成 22 年 2 月から本学と株式会社タクマ（本社：兵
庫県尼崎市、社長：手

て じ ま

島 肇
はじめ

氏）は、「次世代バイオ軽油」
の実用化に向けて共同研究※に取り組んでいます。
　鳥取環境大学では、以前より、家庭やスーパー、事業
所などから回収した天ぷら油（廃食用油）からバイオデ
ィーゼル燃料を精製していますが、精製する際にメタノ
ールなどの危険薬品を使用する必要や、精製後に発生す
るグリセリンなどを廃棄処分する必要がありました。「次
世代バイオ軽油」はその必要がなく安全で低価格な製造
が可能になります。
　この度、「次世代バイオ軽
油」を本学のスクールバスで
使用する実証試験を開始する
ことになり、平成 22 年 7 月
28 日に本学で「鳥取環境大
学スクールバス次世代バイオ
軽油運行開始式」を行いました。本学スクールバスでの
実証試験は、平成 22 年 12 月まで行う予定です。
※次世代バイオ軽油の製造技術は、本共同研究とは別に、㈱タクマが独自に行っ
ているものであり、製造技術の開発はこの共同研究の範囲ではありません。

問い合わせ先　企画広報課 0857-38-6704

シリーズ vol.33

トピックス
TOPICS 鳥取環境大学スクールバスが「次世

代バイオ軽油」で走り始めました！

次世代バイオ軽油運行開始式の様子

と　き：10 月 9 日（土）10:00 〜 16:00
ところ：東部地区：鳥取市福祉文化会館 2 階
内　容：土地境界に関する無料相談会
 ※法務局との合同相談会となります。

問い合わせ先　鳥取県土地家屋調査士会  0857-22-7038

制度制定 60周年「全国一斉表示登記無料相談会」
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国府町町屋 726
 0857-26-1780

因幡万葉歴史館

万葉フェスティバル〜第 13 回万葉集朗唱の会〜
　大

おおともの

伴家
や か も ち

持の歌 470 余首を万葉衣装を着て朗唱します。
と　き　10 月 24 日（日）　9:00 〜 13:40
ところ　因幡万葉歴史館　伝承館
その他　第 13 回曲水の宴、因幡万葉おんな太鼓、万葉食の出
　　　　店コーナー、「お楽しみ万葉の恵プレゼント」抽選会

「八
や お た に

百谷冷
れ い せ ん

泉」展
と　き　11 月 3 日（水）まで

10 月の休館日　4（月）、12（火）、18・25（月）
入館料　一般 500 円、高校生以下・70 歳以上無料

10 月の休館日　20（水）
入館料　一般 500 円、高校生以下無料

わらべ館 西町三丁目 202
 0857-22-7070

おもちゃづくり体験
　オリジナルキットで木工おもちゃづくり！
と　き　10 月毎週日曜日　9:00 〜 17:00（最終受付 16:00）
※要キット代、入館料

前田兄弟のエンジョイ大作戦
　童謡とのコラボや昔遊びの楽しさ盛りだくさん！
と　き　10月3 日（日）　　① 11:00 〜  ② 14:00 〜　※要入館料

あおぞらフリーマーケット
　秋空の下、掘り出し物を見つけましょう！
と　き　10月16 日（土）・17 日（日）　10:00 〜 14:00
※入場無料、出店料 500 円（申し込み受付中）

CROSS オカリナコンサート鳥取 vol.2
　秋の唱歌メドレーなどオカリナデュオが奏でます。
と　き　10 月 17 日（日）　① 11:00 〜  ② 14:00 〜
※要入館料

あおや郷土館

青谷のものづくり展
と　き　10 月 2 日（土）〜 11 月 3 日（水・祝）

倉元里彩 陶芸・絵付け体験教室
と　き　10 月 17 日（日）
	 「絵付け体験」：午前 10 時〜（30 分程度）
	 「陶芸体験」：午前 1時 30 分〜（1時間 30 分程度）
定　員　「絵付け体験」30 人、「陶芸体験」15 人 ※どちらも要電話予約
※どちらも予約が定員に満たないときは当日参加可・先着順

対　象　小学生以上（低学年の方は保護者同伴）
参加料　「絵付け体験」500 円、「陶芸体験」1000 円　※材料費込

青谷町青谷 2990-4
 0857-85-2351

10 月の休館日　4（月）、12（火）、18・25（月）
入館料　一般 100 円、高校生以下・70 歳以上無料

※ 30( 土 )、31（日）は青谷ようこそまつりに伴い無料

上町 88
 0857-23-2140

やまびこ館

10 月の休館日　4（月）、12（火）、18・25（月）
入館料　一般 500 円、高校生以下・70 歳以上無料

鳥取市歴史博物館開館 10 周年記念特別展
「ここはご城下にござるーまるごと歴史遺産☆因州鳥取の城下町再発見ー」

と　き　10 月 31日（日）まで
●鳥取市文化財団 10 周年記念
　秋の樗

おうちだに

谿☆加藤菊太組　伊勢大神楽をたのしもう
　と　き　10 月 23 日（土）14:00 〜
　ところ　樗谿公園（歴史博物館前）　※参加無料、予約不要

●記念講演会
　近世の水道は近代水道以前の水道か？
　と　き　10 月 11日（月）14:00 〜　定　員　90 人
　ところ　とりぎん文化会館 2 階 第 2 会議室
　講　師　神

かんき

吉和
かずお

夫氏（神戸大学助教）　※参加無料、予約不要

●鳥取城下の歴史散策（全 3 回）
　と　き　10 月 3 日、10 日、31日（日）13:00 〜 15:00 頃　※要予約
　内　容　江戸時代の水道や薬研掘跡、美歎水源地
　　　　　を散策します。

ギャラリートーク常設展示解説「戦国武将 吉川経家」
と　き　10 月 24 日（日）14:00 〜　※参加自由、要入館料

㈶鳥取市文化財団設立 10 周年記念講座
■鳥取自動車道の調査から因幡地方を考える
　と　き　10 月 2 日（土）　講　師　谷

た に ぐ ち

口恭
き ょ う こ

子
■発掘調査からみた因幡の国のお城〜天神山城から鳥取城〜
　と　き　10 月 16 日（土）　講　師　山

や ま だ

田真
ま さ ひ ろ

宏
■「時範記」を読む〜古代・中世の記録にふれてみよう〜
　と　き　10 月 30 日（土）　講　師　石

い し い

井伸
の ぶ ひ ろ

宏
※参加無料、要予約、各回とも 14:00 〜 15:30
ところ　鳥取市歴史博物館研修室
予約先　㈶鳥取市文化財団事務局 0857-23-2410

佐治町高山 1071-1
 0858-89-1011

さじアストロパーク

10 月の休館日　4（月）、12（火）、18（月）、19（火）、25（月）
入館料　一般 300 円、高校生以下・70 歳以上無料

星空観察会のご案内
参加費　一般600円、70歳以上・高校生300円、小中学生200円（入
館料・観望料として）※天候不良時はプラネタリウム観覧になります。

巡回パネル展『はるかなる宇宙の旅」
と　き　10 月 5 日（火）〜 10 月 24 日（日）
※要入館料　

コズミックカレッジ
と　き　10 月 8 日（金）10:00 〜 15:00
※ 9:00 にこども科学館から送迎バスが出発します。
参加費　300 円　定　員　25 人　※要申し込み（10 月 6 日（月）まで）
問い合わせ先　こども科学館 0857-27-5181

プラネタリウム番組
9 月 14 日（火）〜 12 月 28 日（火）

HAYABUSA（はやぶさ）

プラネタリウムのご案内
　 前 半 は 専 門 職 員 に よ る 星 空 案 内。 後 半 は
HAKONIWA システムを使ったデジタル番組を投影。
と　き　平日 10:30 〜、14:00 〜、16:00 〜
　　　　土・日・祝 10:30 〜、12:30 〜、14:00 〜、16:00 〜
参加費　一般 600 円、70 歳以上・高校生 300 円、小
中学生 200 円（入館料・プラネタリウム観覧料として） 関

連
イ
ベ
ン
ト

関
連
事
業

なつかしのわらべ倶楽部（秋編）
　懐かしの流行歌や童謡、レクリエーションなど。
と　き　10 月 15 日（金）　13:00 〜 15:00
対　象　60 歳以上　※参加無料（申し込み受付中）

紙芝居劇場
　昭和の香り、懐かしい紙芝居をお楽しみください。
と　き　10 月 9 日（土）〜 11 日（月・祝）
	 ① 11:00 〜  ② 12:00 〜  ③ 14:00 〜  ④ 15:30 〜
※参加無料
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吉方温泉 3-701
 0857-27-5181

文化センター

40 周年記念 門
か ど わ き

脇康
こ う い ち

一ギターリサイタル Vol.19

と　き　10 月 1 日（金）19:00 〜（開場 18:30）
ところ　文化ホール
入場料　一般2000円（当日2500円）、小中高生1000円（当日1500円）
第 8 回 夢の会コンサート
と　き　10 月 3 日（日）16:00 〜（開場 15:30）
ところ　文化ホール
入場料　一般 1000 円、中高生以下 700 円

高齢者芸能大会
と　き　10 月 27 日（水）10:00 〜（開場 9:30）
ところ　文化ホール　※入場無料
問い合わせ先　鳥取市老人クラブ連合会  0857-24-3180

ドレミの会 音楽発表会
と　き　10 月 24 日（日）14:00 〜（開場 13:30）
ところ　文化ホール　※入場無料

鳥取大学 JAZZ&FUSION 研究会 第 12 回定期演奏会
と　き　10 月 23 日（土）13:00 〜（開場 12:30）
ところ　文化ホール　入場料　一般 500 円

第 66 回 彩展
と　き　10 月 21 日（木）〜 10 月 25 日（月）10:00 〜 18:00
 ※ 25 日 17:00 〜 18:00 搬出
ところ　展示ホール　※入場無料

鳥取市小学校児童作品展
と　き　10 月 27 日（水）〜 11 月 11 日（木）9:00 〜 22:00
 ※ 11 日 16:00 〜 17:00 搬出
ところ　展示ホール　※入場無料

真伝神正早渕流剣詩舞道 剣詩舞道発表会
と　き　10 月 11 日（月）12:30 〜（開場 11:30）
ところ　文化ホール　※入場無料

（文化ホール・こども科学館）

　

※日程が変更になる場合があります。
　必ず会場にご確認ください。　

[　] は開催時間
（有）は有料　

Convention
コンベンション施設の催し案内10 月

イベント／展示／会議

■市民会館　掛出町・  0857-24-9411

2（土）　日韓親善映画上映会［18:30 〜］（有）
15（金）　まちづくりフォーラム 2010［13:30〜］

「自然が教えてくれた人間力」　講師：高木美保氏
「魅力ある鳥取市の将来」パネルディスカッション

22（金）　 冠
かんむり

二
じ ろ う

郎 永
な が い

井裕
ゆ う こ

子 歌謡ショー［18:15〜］（有）
24（日）　川

かわばたなりみち

畠成道ヴァイオリンリサイタル［13:30 〜］（有）

■パレットとっとり市民交流ホール　弥生町・  0857-39-2555

3（日）　まちなか名画劇場〜小
お

津
づ

安
やす

二
じ

郎
ろう

監督作品「お早よう」〜［13:00 〜］
8 ～11（金～月）　第 5 回まちなか学園祭 in palette［10:00 〜］
10（日）　鳥取カレーまつり in パレットとっとり［10:10 〜］
16・17（土・日）　第 1 回秋の山野草パレット展［10:00 〜］
23・24（土・日）　第 9 回城下町「はな＊はな鳥取回廊」作品展示ほか［9:00 〜］

■視聴覚ライブラリー　吉方温泉三丁目・  0857-20-3362

21（木）　ふるさと発 和紙で巨大アートを作る［10:00 〜、14:00 〜］

■福祉文化会館　西町二丁目・  0857-24-6766

10/23（土）・24 日（日）　高齢者作品展

■仁風閣
　

△

大煎茶会（10/3）［10:00 〜］（有）
■とりぎん文化会館
　

△

ゴーシュの会（チェロ）＆ピアノ発表会（10/3）［14:00 〜］
　

△

宝生流・喜多流・観世流 合同謡曲大会（10/16）［10:30 〜］
■市民会館
　

△

第32回鳥取市民合唱団定期演奏会（10/9）［18:30〜］（有）
　

△

邦楽演奏会（10/10）［13:00 〜］
　

△

第 32 回鳥取市交響楽団定期演奏会（10/11）［14:00 〜］（有）
　

△
鳥取市日本舞踊連盟 40 周年

　　記念日本舞踊公演　吉月をどり（10/31）［10:00 〜］
■梅鯉庵、とりぎん文化会館他
　

△

秋季大茶会（10/9 〜 10）［9:00 〜］
■文化ホール
　

△

第44回日本海カラオケ芸能チャリティーショー（10/31）
■ギャラリー文団協
　

△

五彩会日本画墨彩画展（10/22〜24）［10:00〜］
■ギャラリーあんどう
　

△

第74回チャーチル会鳥取展（10/20〜24）［10:00〜］
■中電ふれあいホール
　

△

秋の盆栽展（10/22 〜 24）［9:00 〜］
　

△

第 36 回サークル展（和紙ちぎり絵）（10/29 〜 11/3）［10:00 〜］
■福祉文化会館
　

△

第 9 回鳥取市むつみカレッジ文化祭（10/2、3）
　

△

彩楽会 水墨画展（10/14、10/15）
　

△

第 74 回華道連合 いけばな展（10/31〜11/3）［9:00〜］（有）

問い合わせ先
鳥取市文化団体協議会

0857-20-0515（土・日曜日は除く）

10 月の休館日　4（月）、12（火）、18・25（月）
入館料　一般 150 円、高校生以下・70 歳以上無料

東町二丁目 121
 0857-26-3595

仁風閣・宝扇庵

ガーデン和カフェ  仁風 
と　き　10 月 17 日（日）11:00 〜 16:00
メニュー　抹茶（菓子付き）

財団法人 鳥取市文化財団 10 周年記念
仁風閣の樹下美人 ～石

いしたに

谷孝
こ う じ

二 加彩テラコッタ展～
　仁風閣の建物全体にテラコッタ作
品約 20 点を展示します。女性胸像
や鳥、花、月などオリジナル作品が
明治の明かりで包まれた「仁風閣」
を飾ります。
と　き　10 月 1 日（金）〜 10 月 17 日（日）
観覧料　一般 150 円
レクチャー　10 月 10 日（日）　14:00 〜　作品制作 / 石谷孝二
財団法人 鳥取市文化財団 10 周年記念
仁風閣フォトコンテスト 2010 
展示・審査　10 月 23 日（土）〜 12 月 5 日（日）
作品審査　来館者による投票・審査員に審査の後、応募
作品の中から入賞作品を決定します。　※要入館料

市 民 文 化 祭
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外に打って出るシリーズ Vol.5

産
消
協
働
と
域
内
循
環
の
取
り
組
み

 対談者：釧路市長・蝦名大也　氏

平成 22 年 9 月 4 日（土）晴れ

両市で新たな経済交流を進めよう

対談  市長日記Ⅱ

竹
内
市
長

　本
市
で
は
、
国
内
都
市
交
流
や

環
日
本
海
都
市
交
流
の
活
性
化
を
通
じ
て
、

地
域
経
済
の
振
興
を
図
り
、
雇
用
の
創
出
と

若
者
定
住
の
実
現
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

釧
路
市
の
現
状
や
取
り
組
み
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

蝦
名
市
長　

本
市
の
有
効
求
人
倍
率
が
０
．

３
と
い
う
厳
し
い
現
状
の
中
で
、
雇
用
の
場

の
確
保
は
い
ち
ば
ん
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
地
産
地
消
を
拡
大
し
、
北
海
道
全
体
で

「
産
消
協
働
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
生
産
者
と
加
工

業
者
や
住
民
が
連
携
、
協
働
し
な
が
ら
地
域

の
生
産
物
や
自
然
、
人
材
、
技
術
な
ど
を
地

域
で
消
費
し
、
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
内

の
お
金
や
モ
ノ
の
循
環
を
高
め
る
取
り
組
み

で
す
。
水
産
物
の
振
興
策
と
し
て
は
、
一
昨

年
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
塩
分
濃
度
な
ど
の
統

一
化
を
図
り
、「
釧
路
し
し
ゃ
も
」
を
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
売
り
出
す
仕
組
み
を
作
り
ま
し

た
。

竹
内
市
長　

鳥
取
士
族
５
１
３
人
が
、
明
治

17
年
と
18
年
に
、
賀
露
港
を
出
発
し
て
北
海

道
に
渡
り
、
苦
労
の
末
、
鳥
取
村
を
創
始
し

ま
し
た
。
鳥
取
村
は
や
が
て
釧
路
市
の
一
部

と
な
り
、
鳥
取
市
と
釧
路
市
は
昭
和
38
年
に

姉
妹
都
市
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
「
釧

場　所：釧路市役所市長応接室

路
大
漁
ど
ん
ぱ
く
」
で
の
物
産
販
売
や
、
鳥

取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
り
へ
の
「
釧
路
鳥
取
傘

踊
り
保
存
会
」
の
参
加
な
ど
の
相
互
交
流
が

続
き
、
3
年
後
の
平
成
25
年
に
は
50
周
年
を

迎
え
ま
す
。
本
市
と
の
交
流
に
対
す
る
市
長

の
想
い
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

蝦
名
市
長　

文
化
や
伝
統
な
ど
の
交
流
は
、

こ
れ
か
ら
も
一
層
関
係
を
強
め
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
ま
た
、
市
場
経
済
は
大
都
市
圏
を

中
心
に
動
い
て
い
ま
す
が
、
地
方
の
優
れ
た

も
の
を
直
接
地
方
へ
流
通
で
き
る
形
態
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
鳥
取
市
が
交
流

を
進
め
て
お
ら
れ
る
岡
山
市
と
は
、
釧
路
市

も
昭
和
55
年
か
ら
観
光
や
物
産
を
通
じ
た
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
釧
路
市
と
鳥
取
市
、

岡
山
市
の
優
れ
た
多
様
な
物
産
が
、
お
互
い

に
容
易
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
仕
組
み
が
作
れ

る
よ
う
、
交
流
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹
内
市
長　

新
た
な
経
済
交
流
の
展
開
で
す

ね
。
ぜ
ひ
、
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
に
も
、
蝦
名
市
長
さ
ん
も
、
鳥
取
市
を

ぜ
ひ
一
度
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。
最
後
に
、
釧

路
市
の
魅
力
に
つ
い
て
、
鳥
取
市
民
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

蝦
名
市
長　
「
涼
し
い
釧
路
で
避
暑
生
活
」

を
テ
ー
マ
に
、
夏
の
間
、
ク
ー
ラ
ー
の
い
ら

な
い
釧
路
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
移
住
、
二

地
域
居
住
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
鳥
取
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
お
越

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
対
談
内
容
を
抜
粋
・
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

えび な ひろ や

よ
り
一
層
の
連
携
と
経
済
交
流
を

「釧路大漁どんぱく・Oh ！！さかな
まつり」であいさつする竹内市長

蝦名市長と竹内市長の対談風景

釧路市の鳥取神社の境内にある
鳥取開村記念碑の前にて
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PUBLIC INFORMATION

※住民登録人口と外国人登録人口を合計した
ものです。

お持ち帰り用の市報を、地区公民館などに
設置しております。どうぞご利用ください。

鳥取市の人口

　男　：  95,083人［ー5］

　女　：102,284人［+16］

合　計：197,367人［+11］

世帯数： 77,214　［+21］

　　平成22年9月1日現在［　］内は前月比

鳥取市役所　
 0857ー22ー8111㈹
 0857ー20ー3040

〒680ー8571
（郵便物は郵便番号と課名のみで届きます）
本 庁 舎　尚徳町116番地　
第二庁舎　上魚町39番地
駅南庁舎　富安二丁目138番地4

各総合支所　

国府  0857ー39ー0555

福部  0857ー75ー2811

河原  0858ー76ー3111

用瀬  0858ー87ー2111

佐治  0858ー88ー0211

気高  0857ー82ー0011

鹿野  0857ー84ー2011

青谷  0857ー85ー0011鳥取市ホームページアドレス　
http://www.city.tottori.lg.jp/
音声読み上げなどの支援機能があります

ホームページ抜粋版
（携帯電話対応アドレス）
http://www.city.tottori.lg.jp/mobile/

編集・発行
鳥取市企画推進部秘書課広報室

 0857ー20ー3132

発行／平成22年10月1日

印刷／日ノ丸印刷株式会社
電子メール　
kouhou@city.tottori.lg.jp

とっとり市報 No.1002

月
11
日
（
土
）、
河
原
町

の
霊
石
山
で
「
霊
石
山
フ
ラ
イ

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
か
わ
は

ら 

第
14
回
八や
か
み
ひ
め

上
姫
ジ
ャ
パ
ン

レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ッ
プ
＆
第
４
回

大お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
命
メ
ン
ズ
カ
ッ
プ
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
ハ

ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
と
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
の
競
技
が
行
わ
れ
、
市
内
は

も
と
よ
り
遠
く
茨
城
県
な
ど
か
ら

64
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
飛
行
距
離

や
高
度
、
着
地
点
中
心
地
ま
で
の

近
さ
を
競
い
ま
し
た
。

加
者
の
最
高
齢
は
、
大
阪
府

か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
「
エ
モ
ジ

イ
」こ
と
江え

も
と本
克か
つ
ひ
ろ
廣
さ
ん（
60
歳
）。

若
い
こ
ろ
か
ら
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ

を
経
験
し
た
き
た
そ
う
で
す
が
、

こ
こ
20
年
は
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー

ば
か
り
や
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
飛
び
立
つ
前
の
緊
張
感
と
、
飛

ん
で
い
る
最
中
の
ゆ
っ
た
り
と
し

た
気
分
が
た
ま
ら
な
い
」
そ
う
で

す
。象

的
だ
っ
た
の
が
、
こ
の
競

技
を
通
し
て
老
若
男
女
が
分
け
隔

て
な
く
交
流
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
趣
味
を
持
つ
こ
と
が
人
生
を

い
か
に
豊
か
に
し
て
く
れ
る
か
と

い
う
こ
と
を
、
今
回
の
取
材
で
実

感
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
が
末
長

く
続
き
、
鳥
取
市
河
原
町
が
「
ス

カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
」
と
呼

ば
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

9

表 紙 写 真 解 説

参印
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読者プレゼント

応募方法　ハガキまたは電子メ
ールに住所・氏名・電話番号・年
齢を明記のうえ、「とっとり市報」
を読んだ感想やご意見を添えて
右記までお送りください。
※同じ名前での応募は1通として
受け付けます。

締切 10月24日（日）（当日消印有効）

応募先 〒 680-8571 鳥取市役所秘書課広報室
　　　 shihou@city.tottori.lg.jp
　　　「とっとり市報読者プレゼント」係
※本市ホームページからもご応募いただけます（トップ
ページの「市報・公告」から入ります）。

※当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募されたみなさんの個人情報は、プレゼントの発送
にのみ使用します。

「とっとり市報」へのご意見、ご感想をお寄せください。
抽選で 5 名様にプレゼントします。

黒らっきょう・黒せんべい

黒せんべい 1 袋・黒らっきょう 1 瓶のセット

　福部産の生らっきょうを蒸し焼き・熟成させ
た真っ黒な「黒らっきょう」は抗酸化力が生の
195 倍！まるでプルーンのような味わいです。

「黒せんべい」は、黒らっきょうを 20％、鳥取
県産米粉に練り込み焼き上げたせんべいです。

【賞品提供】 野菜畑のシンデレラ 
　　　　 0857-30-3501

〒 680-8571 市役所本庁舎秘書課広報室
　 0857-20-3132　 0857-20-3056
　  kouhou@city.tottori.lg.jp

古紙配合率 100%再生紙を使用しています

◆「シリーズ公園へ出かけよう」にたくさんお
便りをいただきました。子どもが小さい頃、私
もよく出かけていて、我が家のお気に入りは

「真教寺公園」でした。ここは都市公園なら
ではの洗練された美しさがあります。ここ以
外にも中心市街地には、たくさんのお宝があ
りますから、これからもどんどんお伝えして
いきます。お楽しみに（裕）
◆日中はまだまだ暑い日が続きますが、朝晩
は少しずつ涼しくなり、過ごしやすくなってき
ました。気候の変化で体調を崩さないよう気
をつけましょう。秋といえば「○○の秋」とい
う言葉がありますね。食べ物、芸術、スポーツ
と10月は色々なところでたくさんイベントが
行われます。気になるイベントがないかしっか
りチェックですよ！（め）

Vol.2

1. いわしは頭と内臓を取り流水でよく洗う。ペーパー
タオルなどで水をとり 1cm 間隔の切り込みを中骨
まで入れる。

2. 小麦粉を薄くまぶし、中温の油でカラッと揚げる。
3. 千切りにした生姜と調味料を混ぜ合わせておいた漬

け汁に揚げたいわしをくぐらせる。
4. お皿にいわしを盛りつけ、上に漬け汁の生姜と小口

切りにした葱をたっぷりと盛り、漬け汁をかける。

１
人
分

簡単にできる魚メニューの一品を、 
8 回シリーズで紹介します。

食生活改善推進員連絡協議会 用瀬支部食し
ょ
く

Vol.2Vol.2Vol.2

いわしの香り漬け

一口メモ…魚の水気はしっか
り取りましょう。また、切り込
みを入れて揚げることで、中
骨まで食べられます。

毎月 19 日は「食育の日」です。
「いただきます。」のこさず食べて、元気な体

エネルギー 374kcal
たんぱく質 24.6g
脂質 23.7g
塩分 1.0g

材料（4 人分）
いわし
小麦粉
揚げ油
土生姜

8 尾
大さじ 2

適量
30g

葱
酢
醤油
砂糖

30g
大さじ 4
大さじ 1

大さじ 1.5

読者プレゼント

問い合わせ先

データ

コメント

駐車場　12 台（無料）
トイレ　あり
ベンチ　あり
テーブル　あり

浜
はまむら

村砂
さきゅう

丘公
こうえん

園　ヤサホーパーク

　気高町に平成 16 年度より整備されている浜村砂丘公
園は、地域のみなさんから「ヤサホーパーク」と呼ば
れ親しまれています。「ヤサホー」とは、地域で踊り継
がれている民謡「貝がら節」の一節にある掛け声のこと。
　この公園の小高い丘からは海と鷲

じゅうぼうさん

峰山が望めます。先
日は、傾斜を利用したステージで野外コンサートが開かれ
ました。また、遊具や休憩所もありますので、小さなお子

さんからご年配の人までのん
びり過ごすことができます。
　今年の夏は猛暑で外出を控
えていた人も、暑さも和らい
だ青空の下、静かに秋の訪れ
を感じてみるのもいいかも。

☆進入路が舗装工事中ですが、トイレは使用できます。
☆その他の工事施工区域には入らないでください。

鳥取市気高町浜村

ココ

国道 9号線

浜
村
駅
↓

日本海

鹿
野
町
↓

浜村駅

気高町
総合支所

←青谷町

銀行

銀行

×
入口看板あり→
舗装工事中→

（財）鳥取市公園・スポーツ施設協会
0857-21-5532

（JR浜村駅から徒歩5分）

公
園
へ
出
か
け
よ
う
３
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